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このドキュメントの使用法

このインストールガイドでは、Linuxオペレーティングシステムのインストール方法
と、Sun Server X3-2LをOracleから構成および使用できる状態にするためのソフト
ウェアの初期構成に関する手順について説明します。

注 – Sun Server X3-2Lは以前は Sun Fire X4270 M3サーバーという名前でした。この以前
の名前が、まだソフトウェアに表示されることがあります。新しい製品名は、シス
テム機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (ASP)、お
よびオペレーティングシステムのインストールについての経験を持つユーザーを対
象としています。

このセクションでは、製品情報、ドキュメントとフィードバック、およびサポート
とアクセシビリティー情報について説明します。

■ 5ページの「最新のソフトウェアとファームウェアの入手」
■ 6ページの「x86:このドキュメントについて」
■ 6ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 6ページの「サポートとアクセシビリティー」

最新のソフトウェアとファームウェアの入手
各Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシ用
のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソフトウェアは定期的に
更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。
■ Oracle System Assistant – Oracle x86サーバーの出荷時にインストール済みの新規オ
プションです。必要なすべてのツールとドライバが含まれており、サーバーに組
み込まれています。

■ My Oracle Support: http://support.oracle.com
■ 物理メディアの申請
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詳細は、107ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照して
ください。

x86:このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、セク
ションなどの番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X3-2L http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2L

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

フィードバック
次のサイトでこのドキュメントについてのフィードバックをお送りいただけます:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

x86:このドキュメントについて
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説明 リンク

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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Linuxオペレーティングシステムのイン
ストールについて

このセクションでは、サーバーに新しい Linuxオペレーティングシステム (OS)をイ
ンストールする手順の概要を説明します。

説明 リンク

どの Linuxオペレーティングシステムがサ
ポートされているかを学習します。

9ページの「サポートされている Linuxオペ
レーティングシステム」

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxと
それを使用できる場合について学習します。

10ページの「Oracle Unbreakable Enterprise Kernel
for Linux」

コンソール表示オプションとそれらの設定方
法について学習します。

12ページの「コンソール表示オプションの選択」

ブートメディアオプションとそれらの設定方
法について学習します。

14ページの「ブートメディアオプションの選択」

インストール先オプションとそれらの設定方
法について学習します。

17ページの「インストール先オプションの選択」

OSのインストールオプションについて学習し
ます。

18ページの「Linux OSのインストールオプ
ション」

Oracle System Assistantについて学習します。 20ページの「Oracle System Assistantの使用」

関連情報
■ 33ページの「Linuxオペレーティングシステムのインストール」

サポートされている Linuxオペレーティングシステム
サーバーは次の Linuxオペレーティングシステムをサポートしています:
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Linux OSベンダー 版

Oracle Oracle Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、および 6.3 for x86 (64ビット)
とOracle Unbreakable Enterprise Kernel for LinuxまたはRed
Hatと互換性のあるカーネル

Red Hat Red Hat Enterprise Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、および 6.3 for x86
(64ビット)

SUSE SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1および SP2 (64ビット)

ほかのオペレーティングシステムについても、サーバーの初回リリース後にサ
ポートを開始する予定です。更新済みの情報については、http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2Lにある『Sun Server X3-2Lプロダクト
ノート』を参照してください。

関連情報
■ 33ページの「Linuxオペレーティングシステムのインストール」

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linux
Oracleでは、特にOracleソフトウェアを実行している場合は、Oracle Unbreakable
Enterprise Kernel for Linuxを Linux環境に配備することを強くお勧めします。ま
た、サードパーティー製のソフトウェアやハードウェアを使用するお客様には、こ
のカーネルをお勧めします。ただし、Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxは
オプションであり、厳密なRHEL互換性を求めるお客様のために、Oracle Linuxに
は、Red Hat Enterprise Linux (RHEL)のソースコードから直接コンパイルされた、Red
Hatと互換性があるカーネルが引き続き含まれます。

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxは、2つのバージョンで使用できるよう
になりました。カーネルの最初のリリース、Oracle Unbreakable Enterprise Kernel
(Release 1) for Linuxは、デフォルトでOracle Linux 5.7、5.8、6.1、および 6.2にインス
トールされており、Red Hat Enterprise Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、および 6.3にインス
トールできます。カーネルの 2番目のリリース、Oracle Unbreakable Enterprise Kernel
Release 2 for Linuxは、Oracle Linux 5.8および 6.2にインストールでき、デフォルトで
Oracle Linux 6.3にインストールされており、Red Hat Enterprise Linux 5.8、6.2、および
6.3にインストールできます。Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxをインス
トールしたあとで、Red Hatと互換性のあるカーネルに切り替えることもできます。

詳細については、次のセクションを参照してください。

■ 11ページの「Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (Release 1) for Linux」
■ 11ページの「Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (Release 2) for Linux」

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linux
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Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (Release 1) for
Linux
Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 1 for Linuxは、Oracleの最適化され
た、Oracle Linux 5およびOracle Linux 6用のオペレーティングシステムカーネルの最
初のメジャーリリースです。これは 2.6.32メインライン Linuxカーネルに基づいてお
り、安定性と最適性能を確保するためにOracleによって開発された最適化が含まれ
ています。Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 1 for Linuxはデフォルトで
Oracle Linux 5.7、5.8、6.1、および 6.2にインストールされています。

関連情報
■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxの利点と機能の詳細については、次を
参照してください。
■ Oracle Linux With Oracle Unbreakable Enterprise Kernelのデータシート: http://

www.oracle.com/

us/technologies/linux/unbreakable-enterprise-kernel-ds-173416.pdf

■ Oracle Linux製品の概要のWebページ: http://www.oracle.com/us/
technologies/linux/product/overview/index.html

■ 33ページの「Linuxオペレーティングシステムのインストール」

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (Release 2) for
Linux
Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2 for Linuxは、Oracleの厳しいテストを受
け最適化された、Oracle Linux 5およびOracle Linux 6用のオペレーティングシステム
カーネルの 2番目のメジャーリリースです。これは 3.0メインライン Linuxカーネル
に基づいており、Release 1のカーネル以降にメインライン Linuxに組み込まれた改良
点と新機能が含まれています。Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2 for Linux
はOracle Linux 5.8および 6.2にインストールでき、デフォルトでOracle Linux 6.3にイ
ンストールされています。

関連情報
■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2 for Linuxのオペレーティングシステム
の互換性とインストール情報の参照先についての最新情報は次を参照してくださ
い。
■ Unbreakable Enterprise Kernel R.2 for Oracle Linuxの機能と利点: http://

www.oracle.com/

us/technologies/linux/uek-r2-features-and-benefits-1555063.pdf

■ Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2のリリースノート: http://
oss.oracle.com/ol6/docs/RELEASE-NOTES-UEK2-en.html

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel (Release 2) for Linux
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■ Oracle Linux製品の概要のWebページ: http://www.oracle.com/us/
technologies/linux/product/overview/index.html

■ 33ページの「Linuxオペレーティングシステムのインストール」

コンソール表示オプションの選択
このセクションでは、インストールを実行するためにコンソールを接続するオプ
ションについて説明します。

■ 12ページの「コンソール表示オプション」
■ 12ページの「ローカルコンソールを設定する」
■ 13ページの「リモートコンソールを設定する」

コンソール表示オプション
ローカルコンソールをサーバーのサービスプロセッサ (SP)に直接接続することによ
り、OSのインストールやサーバーの管理を実行できます。サーバーでは、2種類の
ローカルコンソールをサポートしています。

■ シリアル管理ポート (SER MGT)に接続された端末
端末を、ポートに直接接続することも、ポートに直接接続した端末エミュレータ
に接続することもできます。

■ ビデオポート (VGA)と 2つの背面USBコネクタに直接接続したVGAモニ
ター、USBキーボード、およびUSBマウス

サーバー SPへのネットワーク接続を確立することにより、リモートコンソールから
OSのインストールやサーバーの管理を行うこともできます。2種類のリモートコン
ソールがあります。

■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用したWebベースのクラ
イアント接続

■ ネットワーク管理ポート (NET MGT)への SSHクライアント接続

▼ ローカルコンソールを設定する
ローカルコンソールを接続するには、次のいずれかを実行します:

■ 直接または端末エミュレータを介して、シリアル管理ポート (SER MGT)に端末を
接続します。

■ VGAモニター、キーボード、およびマウスをビデオポート (VGA)およびUSB
ポートに接続します。
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シリアル管理ポート (SER MGT)接続の場合のみ、ホストシリアルポートへの接続を確
立するには:

a. Oracle ILOMのユーザー名およびパスワードを入力します。

b. ILOMプロンプトで、次のように入力します:

-> start /HOST/console

シリアル管理ポート出力は、Linuxホストシリアルローカルコンソールに自動的に
ルーティングされます。

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

▼ リモートコンソールを設定する

サーバー SPの IPアドレスを表示または設定します。

詳細は、『設置』、「サーバー SPの IPアドレスの確認」を参照してください。

Webベースのクライアント接続を使用している場合は、これらの手順を実行しま
す。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. Webブラウザで、サーバー SPの IPアドレスを入力します。

b. Oracle ILOM Webインタフェースにログインします。

c. Oracle ILOMリモートコンソールを起動して、ビデオ出力をサーバーからWebクラ
イアントにリダイレクトします。

d. 「Devices」メニューでデバイスの切り替え (マウス、キーボードなど)を有効にし
ます。

SSHクライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。

a. シリアルコンソールから、サーバー SPへの SSH接続を確立します (ssh
root@hostname。ここでは、hostnameはDNS名または SP IPアドレス)。

b. Oracle ILOMにログインします。

2

参考

1

2

3

コンソール表示オプション
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c. 次を入力して、シリアル出力をサーバーから SSHクライアントにリダイレクトし
ます:
-> start /HOST/console

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

ブートメディアオプションの選択
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカル
またはリモートのインストールメディアソースをブートします。このセクションで
は、サポートされているメディアソースと各ソースのセットアップ要件について説
明します。

■ 14ページの「ブートメディアオプションの要件」
■ 15ページの「ローカルブートメディアオプションを設定する」
■ 15ページの「リモートブートメディアオプションを設定する」

ブートメディアオプションの要件
このセクションでは、ローカルおよびリモートメディアを使用するための要件につ
いて説明します。

■ 14ページの「ローカルブートメディアの要件」
■ 15ページの「リモートブートメディアの要件」

ローカルブートメディアの要件

ローカルブートメディアには、サーバー上の組み込み型ストレージデバイスまたは
サーバーに接続された外付けのストレージデバイスが必要です。

CD/DVDインストールメディアは、次のどの方法でも使用できます。

■ インストールメディアCD/DVDは、サーバーDVDドライブに挿入できます。
■ インストールメディアCD/DVDは、サーバーに接続している外付けDVDドライ
ブに挿入できます。

■ インストールメディアは、USBフラッシュドライブにコピーして、サーバーの外
付けUSBポートか内蔵USBポートのいずれかに挿入できます。

参考

ブートメディアオプションの選択
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リモートブートメディアの要件

リモートメディアでは、ネットワークを介してインストールをブートすることがで
きます。ネットワークインストールは、リダイレクトされたブートストレージデバ
イスか、Pre-boot eXecution Environment (PXE)を使用してネットワーク上にインス
トールをエクスポートする別のネットワークシステムから開始できます。

サポートされているOSのリモートブートメディアソースには、次のものがありま
す。

■ リモートDVDドライブに挿入されたCD/DVD-ROMインストールメディア
■ 仮想リダイレクション用に設定されたネットワーク上の場所で使用できる

DVD/ISOイメージ
■ PXE/ネットワークブートとして使用できるようにしたDVD/ISOイメージ。

▼ ローカルブートメディアオプションを設定する
ローカルブートメディアを設定するには、次の手順を実行します。

使用しているサーバーに組み込み型ストレージデバイスがない場合は、サーバーの
前面または背面パネルに適切なストレージデバイスを接続します。

ローカルデバイスをサーバーに接続する方法については、『設置』、「サーバーの
配線」を参照してください。

▼ リモートブートメディアオプションを設定する
リモートの場所にあるメディアからOSをインストールするには、次の手順を実行し
ます。

リモートストレージデバイスからブートメディアをリダイレクトするには、これら
の手順を実行します。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. ブートメディアを、次のようなストレージデバイスに挿入します。

■ CD/DVD-ROMの場合、KVMSを使用して、リモートワークステーション上の
組み込み型または外付けのCD/DVD-ROMドライブにメディアを挿入します。

■ CD/DVD-ROM ISOイメージの場合、ネットワーク共有された場所で ISOイ
メージがすぐに利用できることを確認します。

■ デバイスドライバフロッピーの IMGイメージの場合、IMGイメージが (該当す
る場合)ネットワーク共有された場所またはUSBドライブ上ですぐに利用でき
ることを確認します。

●

1
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b. サーバー ILOM SPへのWebベースのクライアント接続を確立し、Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションを起動します。

詳細は、12ページの「コンソール表示オプションの選択」に示すWebベースの
クライアント接続に関するセットアップ要件を参照してください。

c. Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションの「Devices」メニューで、次の
ようなブートメディアの場所を指定します:

■ CD/DVD-ROMブートメディアの場合は、「CD-ROM」を選択します。
■ CD/DVD-ROM ISOイメージブートメディアの場合は、「CD-ROM Image」を
選択します。

■ フロッピーデバイスドライバブートメディアの場合は、「Floppy」を選択しま
す (該当する場合)。

■ フロッピーイメージのデバイスドライバブートメディアの場合は、「Floppy
Image」を選択します (該当する場合)。

PXEを使用してインストールを実行するには、次の手順を実行します。

a. PXEブートを使用して、インストールをエクスポートするようにネットワーク
サーバーを構成します。

b. OSインストールメディアをPXEブートで利用できるようにします。
自動OSインストールイメージを使用する場合は、次のような自動OSインス
トールイメージを作成して指定する必要があります。

- RHEL KickStartイメージ

- SLES AutoYaSTイメージ

インストールのセットアッププロセスを自動化する方法については、オペ
レーティングシステムベンダーのドキュメントを参照してください。

c. インストールメディアをブートするには、一時ブートデバイスとしてPXEブート
インタフェースカードを選択します。

詳細は、このガイドで説明した PXEベースのオペレーティングシステムインス
トール手順を参照してください。

2
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インストール先オプションの選択
このセクションでは、インストール先を設定する方法について説明します。

■ 17ページの「インストール先のオプション」
■ 18ページの「ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)をインストール先
として設定する」

インストール先のオプション
内蔵のOracle System Assistantフラッシュドライブ (Oracle System Assistant用に予約済
み)を除き、サーバーに取り付けられた任意のストレージドライブにオペレーティン
グシステムをインストールできます。これらにはハードディスクドライブ (HDD)と
ソリッドステートドライブ (SSD)があります。

注 –ファイバチャネルPCIeホストバスアダプタ (HBA)またはその他の外部スト
レージドライブが装備されたサーバーの場合、それらのドライブをインストール
ターゲットとして使用できます。ストレージドライブはサーバー内蔵に制限されま
せん。

重要:内蔵の組み込み型Oracle System Assistant USBフラッシュドライブ
は、ブート用または保存用のドライブとしては使用しないでくださ
い。

サーバーには、Oracle System Assistant、デバイスドライバ、およびOracle
ILOM、BIOS、およびサポートされている IOデバイス用のファームウェアを格納す
る、組み込み型のOracle System Assistant USBフラッシュドライブが付属していま
す。サポートされるすべてのオペレーティングシステムのインストール中に、この
USBフラッシュドライブは、読み取り/書き込み可能な単一パーティションを持つ
SCSIディスクとして検出され、ドライブのリストにOracle_SSMと表示されます。次
の操作を実行するときに、このデバイスを上書きしないように注意してください。

■ オペレーティングシステムのインストール
■ ディスクまたはパーティションのフォーマット操作
■ 一般的なディスク、パーティション、またはファイルシステムの保守

このUSBフラッシュドライブが上書きされた場合でも、元の内容を復元できま
す。USBフラッシュドライブの内容を復元するには、Oracle System Assistant復旧およ
び ISO更新イメージを取得し、このイメージを使用して復元処理を実行します。

Oracle System Assistant復旧および ISO更新イメージをダウンロードし、サーバーの
Oracle System Assistant USBフラッシュドライブを復元する手順については、『管
理』、「Oracle System Assistantの復元」を参照してください。

インストール先のオプション
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▼ ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)を
インストール先として設定する

HDDまたは SSDが正しく取り付けられていて、電源が入っていることを確認しま
す。

HDDまたは SSDの取り付けと電源の投入方法については、『サービス』の「スト
レージドライブおよび背面ドライブ (CRU)の保守」を参照してください。

▼ インストール先としてファイバチャネル Storage
Area Networkデバイスを設定する

サーバーにPCIe HBAが正しく取り付けられていることを確認します。

PCIe HBAオプションの設置の詳細については、Service, Servicing PCIe Cards (CRU)を
参照してください。

Storage Area Network (SAN)をインストールおよび構成して、サーバーホストでスト
レージデバイスが認識されるようにします。

手順については、ファイバチャネルHBA付属のドキュメントを参照してください。

Linux OSのインストールオプション
OSを単一のサーバーにインストールするか、複数のサーバーにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインス
トールです。次の表に、2つのインストールオプションに関する情報を示します。

オプション 説明

複数のサーバー Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用する
と、1つのOSを複数のサーバーにインストール
できます。詳細は、http://www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

●

1

2
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オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一の
サーバーにOSをインストールします。
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーで
ローカルに実行されます。このオプション
は、物理的にラックにサーバーを設置し終え
たばかりのときにお勧めします。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場
所から実行されます。Oracle ILOMリモートコ
ンソールアプリケーションを使用し
て、Oracle System Assistantにアクセスする
か、手動によるOSのインストールを実行しま
す。

注 –単一サーバーでのOSインストールに
は、Oracle System Assistantを使用するようにして
ください。

単一サーバーにOSをインストールする方法とOracle System Assistantの詳細について
は、次を参照してください:

■ 19ページの「サーバー 1台構成のインストール方法」
■ 20ページの「Oracle System Assistantの使用」

サーバー 1台構成のインストール方法

OSインストールメディアを用意する方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します (推奨)。

モニター、USBキーボードおよびマウス、USBデ
バイス、およびOS配布メディア。詳細は、
20ページの「補助付き Linux OSインス
トール」を参照してください。

リモートでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します (推奨)。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリ
ケーション、リダイレクトされたCD/DVDドラ
イブまたは ISOイメージファイル、およびOS配
布メディア。詳細は、20ページの「補助付き
Linux OSインストール」を参照してください。

Linux OSのインストールオプション
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メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –
サーバーに接続した物理CD/DVDドライブを
使用します。

モニター、USBキーボードおよびマウス、USB
CD/DVDドライブ、およびOS配布メディア。詳
細は、20ページの「Linux OSの手動インス
トール」を参照してください。

CD/DVDドライブまたはCD/DVD ISOイ
メージを使用するリモート – Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションを実行し
ているリモートシステム上でリダイレクト先
の物理CD/DVDドライブを使用します。

ブラウザを備えたリモートシステム、接続された
物理CD/DVDドライブ、OS配布メディア、およ
びサーバーの管理ポートへのネットワークアクセ
ス。詳細は、20ページの「Linux OSの手動インス
トール」を参照してください。

補助付き Linux OSインストール

これが、サポートされているOSをサーバーにインストールするための推奨の方法で
す。この方法では、Oracle System Assistantアプリケーションを使用します。ローカル
またはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、CD/DVDイメージのいずれか
でOSインストールメディアを配信すると、アプリケーションがプロセスを進め、必
要に応じて必要なドライバを収集しインストールします。Oracle System Assistant
は、使用しているサーバーでサポートされている必要があり、そのサーバーにイン
ストールされている必要があります。

Linux OSの手動インストール

この方法では、ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイ
ス、CD/DVDイメージのいずれかで Linux OS配布メディアを配信します。必要なド
ライバをインストールする必要もあります。サーバー用のドライバは、サーバー内
のOracle System Assistantフラッシュドライブ (取り付けられている場合)に用意され
ており、My Oracle SupportサイトからOSおよびサーバー別のパッケージか ISOイ
メージファイルとして入手することもできます。OSをインストールするには、OS
の配布メディアのインストールウィザードを使用します。

Oracle System Assistantの使用
このセクションでは、Oracle System Assistant、実行できるタスク、およびOracle
System Assistantを取得する方法について説明します。

■ 21ページの「Oracle System Assistantの概要」
■ 21ページの「Oracle System Assistantのタスク」
■ 22ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 23ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの使用
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Oracle System Assistantの概要
Oracle System Assistantは、Oracle x86サーバー用の単一サーバーシステム管理ツール
です。これは、Oracleの Single System Management製品、Oracle System Assistantアプ
リケーション、および選り抜きの関連ソフトウェアを統合して、サーバーを迅速か
つ簡単に起動し管理できるようにするツール群を提供します。Oracle System Assistant
のコンポーネントは次のとおりです:
■ Oracle System Assistantアプリケーション
■ Hardware Management Pack
■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ Oracle System Assistantのコマンド行環境
■ オペレーティングシステム用のソフトウェア、ドライバ、およびツール
■ サーバー固有のファームウェア
■ サーバー固有の関連ドキュメント

Oracle System Assistantは、組み込み型フラッシュドライブとしてサーバー内部に装備
されています。ドライブは、すべてのコンポーネントのオンライン更新を使用する
ことによりそれぞれ保守される、サーバー固有バージョンのOracle System Assistant
とともに出荷時に構成されています。

Oracle System Assistantの詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用した
サーバーの設定」を参照してください。

関連情報
■ 22ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 23ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantのタスク
Oracle System Assistantアプリケーションは、もっとも一般的で役立つ単一サーバー管
理プロビジョニングタスクの選択したセットを組み合わせたものです。

次のタスクは、迅速で便利なサーバーの起動と継続的なサーバー管理を可能にしま
す。

■ システムの概要とシステムインベントリ情報
■ すべてのコンポーネント (オペレーティングシステムソフトウェア、ツール、ド
ライバ、ファームウェアなど)のオンラインアップデートの取得

■ システムファームウェア (BIOSおよびOracle ILOM)とホストバスアダプタ
ファームウェアの更新

Oracle System Assistantのタスク
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■ RAID、Oracle ILOM、および BIOS構成
■ 補助付きOSインストール
■ ネットワーク構成

■ 機能と組み込まれたメディア整合性チェックの無効化

■ 多言語キーボード

■ 実行環境を使用可能にするOracle System Assistantシェル端末ウィンドウ
■ Oracle Hardware Management Packへのアクセス (Oracle System Assistantシェルを使
用)

■ Oracle System Assistantの復旧

関連情報
■ 『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」

Oracle System AssistantのOSのインストールタス
ク
Oracle System AssistantアプリケーションのOSのインストールタスクは、サポートさ
れているOSの補助付きインストールを提供します。OSインストールメディアを提
供すると、Oracle System Assistantの手順に従ってインストールプロセスを実行できま
す。続いて、サーバーハードウェア構成に基づいて、適切なドライバをフェッチし
ます。OSのインストールタスクは、サーバーでサポートされているすべてのオペ
レーティングシステムに使用できるわけではありません。

Oracle System Assistantには、ローカルコンソール接続を使用してローカルからアクセ
スすることも、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用してリ
モートからアクセスすることもできます。

サーバーのインストールが終了した直後の場合、Oracle System Assistantを (物理的に
サーバーにいる間に)ローカルで使用することで、サーバーを迅速かつ効率的に起動
できます。サーバーが動作すると、すべての機能を維持しながら、Oracle System
Assistantにリモートで便利にアクセスできます。

関連情報
■ 33ページの「Oracle System Assistantを使用した Linux OSの単一システムへのイン
ストール」

Oracle System AssistantのOSのインストールタスク
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Oracle System Assistantの取得
Oracle System Assistantがサーバーでサポートされているため、Oracle System Assistant
USBフラッシュドライブがすでにサーバーに取り付けられている可能性がありま
す。インストールされている場合、Oracle System Assistantの「Get Updates」タスクを
使用して、最新のソフトウェアリリースに更新できます。Oracle System Assistantが
サーバーにインストールされているが、破損または上書きされている場合は、My
Oracle Support Webサイトからリカバリ ISOイメージをダウンロードしてくださ
い。ISOイメージをダウンロードする手順については、107ページ
の「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」

Oracle System Assistantの取得
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オペレーティングシステムのインス
トールの準備

このセクションでは、オペレーティングシステムをインストールできるように
サーバーを準備する方法について説明します。

説明 リンク

BIOSの出荷時のデフォルトの確認と設定。 25ページの「BIOSの設定」

ネットワーク接続をサポートするための SLES
11 SP1オペレーティングシステムの構成。

30ページの「ネットワーク接続をサポートするた
めの SLES 11 SP1オペレーティングシステムソフ
トウェアの構成」

サーバーでのRAID構成の設定。 32ページの「RAIDの構成」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認する必要があ
ります。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方
法について具体的に説明しています。

■ 26ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」
■ 28ページの「レガシー BIOSとUEFI BIOSモードの切り替え」

関連情報
■ 33ページの「Oracle System Assistantを使用した Linux OSの単一システムへのイン
ストール」

■ 37ページの「メディアを使用したOracle Linuxの単一システムへのインス
トール」

■ 69ページの「メディアを使用したRed Hat Enterprise Linuxの単一システムへのイ
ンストール」

■ 86ページの「メディアを使用した SUSE Linux Enterprise Serverの単一システムへ
のインストール」
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▼ BIOSの出荷時デフォルトの確認

注 –新しく設置されたサーバーにはじめてオペレーティングシステムをインストール
する場合、BIOSはデフォルトの構成になっている可能性があるため、この手順を実
行する必要はありません。

BIOS設定ユーティリティーでは、最適なデフォルトに設定できるほか、必要に応じ
て BIOS設定を表示し編集できます。BIOS設定ユーティリティー (F2キー)で変更し
た設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2キーを使用してシステムの BIOS設定を表示または編集できるほか、BIOSの起動
中に F8キーを使用することで、一時ブートデバイスを指定できます。F8キーを使用
して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブートのみで
有効です。一時ブートデバイスでブートしたあとは、F2キーで指定した常時ブート
デバイスが有効になります。

設定を開始する前に、次の要件を満たしていることを確認してください:

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD)または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD)が搭載されている。

■ HDDまたは SDDがサーバーに適切に設置されている。手順について
は、『サービス』の「ストレージドライブおよび背面ドライブ (CRU)の保守」を
参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、12ページの「コン
ソール表示オプションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、電源を入れます。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

始める前に

1
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BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。
しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

出荷時のデフォルト値に設定するために、次を実行します。

a. F9を押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。
メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を選
択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enterを押します。
BIOS設定ユーティリティー画面が表示され、システム時間の欄の最初の値で
カーソルが強調表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時間またはシステム日
付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。
上下の矢印キーを使用して、システムの時間と日付の選択を変更します。

b. 強調表示された欄の値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+)を押すと、表示されている現在の値が増加します

■ マイナス (-)を使用すると、現在表示されている値が減少します

■ Enterを押すと、カーソルが次の値の欄に移動します

ブート設定にアクセスするには、「Boot」メニューを選択します。
「Boot」メニューが表示されます。

2

3

4

5
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「Boot Settings」メニューで、下矢印キーを使用して「Boot Device Priority」を選択
し、Enterを押します。
「Boot Device Priority」メニューが表示され、認識されているブートデバイスの優先
順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、ブートの優先度がもっとも高いデ
バイスです。

「Boot Device Priority」メニューで次の手順を実行して、リストの最初のブートデバ
イスエントリを編集します。

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enterを押します。

b. 「Options」メニューで、上下矢印キーを使用してデフォルトの常時ブートデバイ
スを選択し、Enterを押します。

注 –変更する各デバイス項目に対して手順 7aおよび 7bを繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスのブート順を変更できます。

「Boot Device Priority」リストおよび「Options」メニューに表示されるデバイス文字
列は、デバイスタイプ、スロットインジケータ、および製品 ID文字列の形式です。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。
または、「Exit」メニューから「Save and Reset」を選択して変更を保存し、BIOS 設
定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を終了するこ
とを確認するメッセージが表示されます。メッセージダイアログで「OK」を選択し
て、Enterを押します。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールを使用している場合、F10はローカルOSにト
ラップされます。このため、リモートコンソールアプリケーションの上部にあ
る「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があ
ります。

▼ レガシーBIOSとUEFI BIOSモードの切り替え

注 –現在、Oracle Linux 6.1、6.2、および 6.3、Red Hat Enterprise Linux 6.1、6.2、および
6.3、そして SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1および SP2だけが、UEFI BIOSモードを
サポートする Linuxオペレーティングシステムとしてサポートされています。

BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしています。デフォルトの設定はレガシー BIOSです。オペ

6

7

8
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レーティングシステムによっては、レガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートし
ているものも、レガシー BIOSだけをサポートしているものもあるので、ユーザーに
は次のオプションがあります。

■ インストールするオペレーティングシステムがレガシー BIOSだけをサポートし
ている場合は、OSのインストールを行う前に、BIOSがレガシーモードに設定さ
れていることを確認する必要があります。

■ インストールするオペレーティングシステムがレガシー BIOSとUEFI BIOSの両方
をサポートしている場合は、OSのインストールを実行する前に、レガ
シーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定できます。

注 –オペレーティングシステムをインストールしたあとで、レガシーBIOSから
UEFI BIOSに、またはその逆に切り替えることにした場合、すべての
パーティションを削除して、オペレーティングシステムを再インストールする必
要があります。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。

-> reset /System

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

1

2
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BIOS設定ユーティリティーで、上部のメニューバーから「Boot」を選択します。

「Boot」メニュー画面が表示されます。

「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択し、+/-キーを使用して、レガシー BIOSに
設定を変更します。

変更を保存してBIOSを終了するには、F10キーを押します。

ネットワーク接続をサポートするための SLES 11 SP1オペ
レーティングシステムソフトウェアの構成

サーバーで使用される Intel Corporation 10 Gigabit Ethernet (10GbE)ネットワークイン
タフェースコントローラ (X540-AT2)に必要なドライバは、一般提供リリースの SUSE
Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1には含まれていません。サーバーの組み込み型
10GbEコントローラを SLES 11 SP1で使用するには、アップグレード済みの Intel
10GbE ixgbeドライバを、SUSE Partner Linux Driver Program (PLDP)のWebサイトから
ダウンロードする必要があります。

3

4

5
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注 – SLES 11 SP2をインストールしている場合、SLES 11 SP2には必要な ixgbeドライバ
が含まれているため、このセクションを無視してもかまいません。

注 – Oracle System Assistantを使用して SLES 11 SP1オペレーティングシステムをインス
トールする場合は、このセクションを無視してかまいません。Oracle System Assistant
には、必要なアップグレード済みの Intel 10GbE ixgbeドライバが含まれており、自動
的にインストールされます。

PLDPの詳細については、http://www.novell.com/developer/

partner_linux_driver.htmlを参照してください。

SLES 11 SP1用の PLDPドライバをダウンロードするには、http://drivers.suse.com/

driver-process/pub/update/Intel/sle11sp1/common/x86_64/を参照してください。

これを書いている時点では、SLES 11 SP1用の次の PLDP ixgbeドライバが入手できま
す:

■ intel-ixgbe-3.7.14.1.x86_64.rpm

■ intel-ixgbe-kmp-default-3.7.14.2.6.32.12_0.7-1.x86_64.rpm

■ intel-ixgbe-kmp-xen-3.7.14_2.6.32.12_0.7-1.x86_64.rpm

配布DVD (または ISO DVDイメージ)から SLES 11 SP1をインストールし構成したあ
と、または初期インストール中に、適切なドライバの .rpmファイルをインストール
できます。

アップグレード済みの ixgbeドライバを初期インストール中にインストールする場合
は、インストールプロセス中に使用するドライバ更新ディスク (DUD)を作成する必
要があります。DUDを作成するための SUSEの手順については、http://

www.novell.com/developer/creating_a_driver_update_disk_%28dud%29.htmlを参照し
てください。

アップグレード済みの ixgbeドライバファイルを PXE構成に組み込んで、ネット
ワークインストールを完全に自動化することもできます。更新済みドライバを組み
込む (たとえば、新しいドライバで PXE読み込み可能な initrdファイルをリビルド
するなど)手順は高度なトピックであり、このドキュメントの適用範囲を超えていま
す。

ネットワーク接続をサポートするための SLES 11 SP1オペレーティングシステムソフトウェアの構成
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RAIDの構成
RAID構成でサーバーストレージドライブを構成する場合、Linux OSをインストール
する前に、サーバーでRAIDを構成してください。RAIDの構成手順について
は、『設置』の「RAIDの構成」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「RAIDの構成」

RAIDの構成
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Linuxオペレーティングシステムのイン
ストール

このセクションでは、Oracle Linux、Red Hat Enterprise Linux、および SUSE Linux
Enterprise Serverオペレーティングシステムとシステム固有のドライバをサーバーに
インストールする手順について説明します。

説明 リンク

Oracle System Assistantを使用した Linuxオペ
レーティングシステムのインストール。

33ページの「Oracle System Assistantを使用した
Linux OSの単一システムへのインストール」

メディアを使用したOracle Linuxオペ
レーティングシステムの単一サーバーへのイ
ンストール。

37ページの「メディアを使用したOracle Linuxの
単一システムへのインストール」

メディアを使用したRed Hat Enterprise Linuxオ
ペレーティングシステムの単一サーバーへの
インストール。

69ページの「メディアを使用したRed Hat
Enterprise Linuxの単一システムへのインス
トール」

メディアを使用した SUSE Linux Enterprise
Serverオペレーティングシステムの単一
サーバーへのインストール。

86ページの「メディアを使用した SUSE Linux
Enterprise Serverの単一システムへのインス
トール」

Oracle System Assistantを使用した Linux OSの単一システ
ムへのインストール

Oracle System AssistantアプリケーションのOSのインストールタスクは、サポートさ
れているOSをサーバーにインストールする推奨の方法です。

■ 33ページの「Oracle System Assistantを使用して Linux OSをインストールする」

▼ Oracle System Assistantを使用して Linux OSをイン
ストールする
Oracle System AssistantのOSのインストールタスクは、Linux OSをサーバーにインス
トールする推奨の方法です。

始める前に
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この手順を始める前に、次を実行します。

■ 25ページの「オペレーティングシステムのインストールの準備」の手順を実行し
ます。

■ ブートドライブ (つまり、OSをインストールするストレージドライブ)をRAID用
に構成する場合は、Linux OSをインストールする前に構成しておく必要がありま
す。サーバーでRAIDを構成する方法については、『設置』、「RAIDの構成」を
参照してください。

インストールメディアがブートに使用できることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。Linuxメディア (番号 1が付いたCD、ま
たは単一のDVD)をローカルまたはリモートのCD/DVD-ROMドライブに挿入しま
す。

■ ISOイメージを使用する場合。ISOイメージが使用可能であり、Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISOイメージの場所を認識している
ことを確認します。
インストールメディアの設定方法については、14ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

次の 2つの方法のどちらかでOracle System Assistantを起動します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、「Summary」>「Launch Oracle System
Assistant」をクリックします。

■ サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

1

2

Oracle System Assistantを使用した Linux OSの単一システムへのインストール
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例:
■ ローカルサーバーで、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサーバーの電源を入れま
す。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power
Control」を選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択しま
す。

■ Oracle ILOM CLIで次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要がありま
す。画面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察し
てください。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大しても
かまいません。

■ F9キーを押します。

「Oracle System Assistant System Overview」画面が表示されます。

最新のソフトウェアリリースパッケージに更新するには、Oracle System Assistant
の「Get Updates」ボタンをクリックします。

この操作により、OSのインストール開始前に、最新のソフトウェアリリース
パッケージがインストールされます。

注 – Oracle System Assistantを更新するには、サーバーのWebアクセスが必要です。

3
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サーバーのファームウェアを更新するには、「Update Firmware」ボタンをクリック
します。
この操作により、OSのインストール開始前に、サーバーのファームウェアおよび
BIOSドライバが確実に最新のものになります。

OSをインストールするには、「Install OS」ボタンをクリックします。
「Operating System Installation」画面が表示されます。

「Supported OS」ドロップダウンリストからOSを選択します。

画面の「Select a BIOS mode if applicable」の部分で、OSのインストールに使用する
BIOSモード (UEFIまたはレガシーBIOS)を選択します。
現在、Oracle Linux 6.1、6.2、および 6.3、Red Hat Enterprise Linux 6.1、6.2、および
6.3、そして SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1および SP2だけが、UEFI BIOSモードを
サポートする Linuxオペレーティングシステムとしてサポートされています。

「Select your install media location」セクションで、インストールメディアの場所を指
定します。

これはOS配布メディアの場所です。CD/DVDデバイスを選択できます。

注意 –データが失われます。OSのインストールによって、ディスクの内容が消去さ
れます。選択したディスク上のデータはすべて消去されます。

「View Installation Options」をクリックします。
「Installation Options」ダイアログが表示されます。

「Installation Options」ダイアログで、インストールしない項目を選択解除します。

4

5

6
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注 –「Installation Options」ダイアログで、「OS」と「Drivers」のオプションは必須
であり、選択解除できません。

「Operating System Installation」画面の最下部にある「Install OS」ボタンをクリックし
ます。

プロンプトに従ってインストールを完了します。

サーバーがブートします。

メディアを使用したOracle Linuxの単一システムへのイ
ンストール

このセクションでは、Oracle Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、および 6.3 for x86 (64ビット)オ
ペレーティングシステムのインストールについて説明します。

■ 37ページの「Oracle Linux OSのインストールのタスクマップ」
■ 38ページの「準備作業」
■ 39ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したOracle Linux

5.7または 5.8のインストール」
■ 49ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したOracle Linux

6.1、6.2、または 6.3のインストール」
■ 66ページの「PXEネットワークブートを使用したOracle Linux

5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3のインストール」
■ 69ページの「Oracle Linuxのインストール後のタスク」

Oracle Linux OSのインストールのタスクマップ
次の手順では、新規インストールでOracle Linux OSをインストールする手順につい
て説明します。

手順 説明 リンク

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle ILOMサービスプロセッサ
を構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設
置」

■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

11

12
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手順 説明 リンク

2. Oracle Linuxインストールメディアを入手します。 インストールメディアは、次の場所でダウ
ンロードまたは注文できます:

http://www.oracle.com/

us/technologies/linux/index.html

3. プロダクトノートを確認します。 『Sun Server X3-2Lプロダクト
ノート』(http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2L)

4. インストールの実行時に使用するコンソール、Oracle Linuxメ
ディア、インストール先を設定します。

■ 12ページの「コンソール表示オプ
ションの選択」

■ 14ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」

■ 17ページの「インストール先オプ
ションの選択」

5. OSの新規インストール用に BIOS設定を指定します。 25ページの「BIOSの設定」

6. Oracle Linux OSをインストールします。 ■ 39ページの「ローカルメディアまたは
リモートメディアを使用したOracle
Linux 5.7または 5.8のインストール」

■ 49ページの「ローカルメディアまたは
リモートメディアを使用したOracle
Linux 6.1、6.2、または 6.3のインス
トール」

■ 66ページの「PXEネットワークブート
を使用したOracle Linux
5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3のインス
トール」

7. インストール後のタスクを適宜実行します。 69ページの「Oracle Linuxのインストール
後のタスク」

関連情報
■ 25ページの「オペレーティングシステムのインストールの準備」

準備作業
次の要件が満たされていることを確認します。

■ インストールの実行前に、表示コンソールオプションが選択および設定されてい
る必要があります。このオプションの詳細については、12ページの「コンソール
表示オプションの選択」を参照してください。

準備作業
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■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、14ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先オプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、17ページの「イ
ンストール先オプションの選択」を参照してください。

■ BIOS設定が適切に指定されたことを確認します。BIOS設定を確認し、必要に応
じて設定する手順については、25ページの「BIOSの設定」を参照してくださ
い。

注 – Oracle Linux 5.7または 5.8のインストールの場合、UEFI BIOSはOracle Linux 5.7
または 5.8でサポートされていないので、BIOSモードはレガシー BIOSに設定する
必要があります。

■ ローカルインストールの場合、プロンプトが表示されたときに、接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに挿入できるOracle Linuxインストールメディアを用意し
ます。

■ リモートインストールの場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステムの
CD/DVD-ROMドライブにOracle Linuxインストールメディアを挿入しま
す。Oracle ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メ
ニューで「CD-ROM」を選択していることを確認します。

■ Oracle Linuxイメージを使用している場合は、Oracle ILOMリモートコンソールシ
ステムからOracle Linux ISOイメージにアクセスできることを確認します。Oracle
ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM
Image」を選択していることを確認します。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したOracle Linux 5.7または5.8のインストール
次の手順では、Oracle Linuxオペレーティングシステムをローカルメディアまたはリ
モートメディアからインストールする方法について説明します。この手順では、次
のいずれかのソースからOracle Linuxのインストールメディアをブートすることを前
提にしています。

■ Oracle Linux 5.7または 5.8のCDまたはDVDセット (内蔵または外付けCD/DVD)
■ Oracle Linux 5.7または 5.8の ISO DVDイメージ (ネットワークリポジトリ)
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注 – Oracle Linux 5.xのインストールの場合、UEFI BIOSはOracle Linux 5.xでサ
ポートされていないので、BIOSモードはレガシー BIOSに設定する必要がありま
す。

注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、66ページの「PXE
ネットワークブートを使用したOracle Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3のイン
ストール」で手順を確認してください。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要なタスクを確認して
実行する必要があります。詳細については、82ページの「RHELのインストール後
のタスク」を参照してください。

インストールメディアがブートできることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。ローカルまたはリモートCD/DVD-ROMド
ライブに、Oracle Linux 5.7または 5.8配布メディアブートディスク (番号 1が付いた
CD、または単一のDVD)を挿入します。

■ ISOイメージの場合。ISOイメージがOracle Linux 5.7または 5.8で使用できるこ
と、およびブートディスクイメージ (番号 1が付いたCD、またはDVD)がOracle
ILOMリモートコンソールアプリケーションで選択されていること (「Devices」メ
ニュー>「CD-ROM Image」)を確認します。

インストールメディアの設定方法については、14ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

1

2
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BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で、F8キーを押して、Linux OSのインストールで使用する一時ブートデバイ
スを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

3
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「Please Select Boot Device」メニューで、使用対象として選択した Linuxメディアのイ
ンストール方法とBIOSモードに応じたメニュー項目を選択し、Enterキーを押しま
す。

例:

■ Linux OSのローカル配布方法を使用することを選択した場合、画面から
SATA:HDD:P4 DV-W28SS-Vを選択します。

■ Oracle ILOMリモートコンソール配布方法を使用することを選択した場合は、画面
から USB:VIRTUAL:AMI VIRTUAL CDROM 1.00 を選択します。

「Boot Device」メニューに表示されるデバイスの文字列は、デバイスタイプ、ス
ロットインジケータ、および製品 ID文字列で構成されています。

Oracle Linux 5.xのインストール画面が表示されます。

Oracle Linux 5.xのインストール画面で、Enterキーを押して標準的な対話式インス
トールを続けます。

または、テキストモードで、次のコマンドを入力します。

boot: linux text

4

5
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言語の画面が表示されます。

「Choose a Language」画面で、適切な言語を選択して「OK」をクリックします。

「Keyboard Type」画面が表示されます。
6
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「キーボードタイプ」画面で、適切なキーボード構成を選択してから、「OK」をク
リックします。

「Installation Method」画面が表示されます。

「Installation Method」画面で、適切なインストール方法 (「Local CDROM」また
は「NFS image」)を選択し、「OK」をクリックします。

「Disc Found」画面が表示されます。

7

8
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今回はじめて、このメディアからインストールを実行している場合は、「OK」をク
リックしてメディアをテストすることをお勧めします。それ以外の場合
は、「Skip」をクリックします。

Oracle Linux 5のスプラッシュ画面が表示されます。

Oracle Linux 5のスプラッシュ画面で、「Next」をクリックします。

インストール先のディスクにデータ形式の問題がある場合は、パーティション分割
エラーに関する警告が表示されます。

これがインストールに使用するストレージドライブである場合は、ドライブを再
フォーマットする必要があります。それ以外の場合は、この警告を無視してかまい
ません。

9

10
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注 –サーバーの出荷時に装備されていたストレージドライブは新しいものなの
で、フォーマットされていません。フォーマットされていないディスクにインス
トールすると、このエラーが表示されます。

ディスクを再フォーマットするには、「OK」をクリックします。

それ以外の場合は、「Installation Number」ダイアログが表示されます。

「Installation Number」ダイアログで、「インストール番号」を入力するか「Skip

entering installation number」をクリックし、「OK」をクリックします。

「Disk Partition Setup」画面が表示されます。

「Disk Partition Setup」画面で、次の手順に従います。

a. 「Remove Linux partition on selected drives and create default layout」のオプションを
選択するか、Disk Druidの「Create custom layout」オプションを使用して手動で
ディスクをパーティションに分割し、「Next」をクリックします。

b. Oracle Linuxのディスクパーティション分割画面に表示される手順を参照して、必
要に応じてディスクをパーティションに分割します。

11

12
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注 – Oracle Solaris OSまたはOracle VMがディスクにインストール済みの場合
は、ディスクをパーティションに分割してインストール済みのOSを削除する
か、インストール済みのOSを削除せずにディスクをパーティションに分割
し、デュアルブートオペレーティングシステムをサポートすることもできます。

画面上の指示に従って、Oracle Linuxインストールの基本設定を続行します。

インストールの完了後、サーバーをリブートします。

BIOS画面が表示されます。

13

14
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BIOS設定ユーティリティーを実行するには、F2キーを押します。

BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

「Boot」メニューを選択します。

新規インストールしたOSをデフォルトのブートにするには、インストール先のスト
レージドライブをブート優先順位リストの最上位に移動して、F10キーを押します。

リブートが続行されると、カーネル画面が表示されます。

Oracle Unbreakable Enterprise Kernelはデフォルトのカーネルです。

Red Hatと互換性のあるカーネルに切り替える場合は、手順 20に進みます。

15

16

17
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(オプション) Red Hatと互換性のあるカーネルに切り替える場合は、次を実行しま
す。

a. いずれかのキーを押します。

GNU GRUBカーネル画面が表示されます。

b. Red Hatと互換性のあるカーネルの場合は、2番目のメニューオプションを選択
し、Enterキーを押します。

Oracle Linuxのインストールを完了し、目的の Linuxカーネルでサーバーをリブートし
たあと、69ページの「Oracle Linuxのインストール後のタスク」のインストール後の
タスクを実行します。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したOracle Linux 6.1、6.2、または6.3のインス
トール
次の手順では、Oracle Linuxオペレーティングシステムをローカルメディアまたはリ
モートメディアからインストールする方法について説明します。この手順では、次
のいずれかのソースからOracle Linuxのインストールメディアをブートすることを前
提にしています。

■ Oracle Linux 6.1、6.2、または 6.3のCDまたはDVDセット (内蔵または外付け
CD/DVD)

■ Oracle Linux 6.1、6.2、または 6.3の ISO DVDイメージ (ネットワークリポジトリ)

19
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注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、66ページの「PXE
ネットワークブートを使用したOracle Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3のイン
ストール」で手順を確認してください。

インストールメディアがブートできることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。ローカルまたはリモートCD/DVD-ROMド
ライブに、Oracle Linux 6.1、6.2、または 6.3配布メディアブートディスク (番号 1が
付いたCD、または単一のDVD)を挿入します。

■ ISOイメージの場合。ISOイメージがOracle Linux 6.1、6.2、または 6.3で使用できる
こと、およびブートディスクイメージ (番号 1が付いたCD、またはDVD)がOracle
ILOMリモートコンソールアプリケーションで選択されていること (「Devices」メ
ニュー>「CD-ROM Image」)を確認します。

インストールメディアの設定方法については、14ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

1

2
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注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で、F8キーを押して、Linux OSのインストールで使用する一時ブートデバイ
スを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。表示される画面は、BIOSをレ
ガシー BIOSモードに構成したかUEFIモードに構成したかに応じて異なります。

■ レガシー BIOSの場合、次の画面が表示されます。

■ UEFI BIOSの場合、次の画面が表示されます。

3
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注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

「Please Select Boot Device」メニューで、使用対象として選択した Linux OSメディア
のインストール方法とBIOSモードに応じたメニュー項目を選択し、Enterキーを押し
ます。

例:

■ レガシーBIOSモードで Linux OSローカルコンソール配布方法を使用することを選
択した場合、レガシー BIOS画面から SAS:PCIE4:BUS 00-1210B675 HITACHI H10603

を選択します。

■ UEFI BIOSモードでOracle ILOMリモートコンソール配布方法を使用することを選択
した場合は、UEFI BIOS画面から [UEFI]USB:VIRTUAL:USB USB CD/DVD Driveを選択し
ます。

4
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レガシー BIOSの場合、Oracle Linux 6.1の「Welcome」画面が表示されます。

UEFI BIOSの場合、Oracle Linux 6.1 GNU GRUB画面が表示されます。

注 – Oracle Linux 6.2および 6.3の場合、画面は同様です。
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選択したBIOSモードに応じて、次のいずれかを実行します。

■ レガシー BIOSモードからインストールするには、Oracle Linux 6.x
の「Welcome」画面で「Install or Upgrade an Existing System」を選択し、画面の最
下部にある「Next」をクリックし、画面上に表示されるプロンプトに従って対話
式インストールを完了します。

■ UEFI BIOSモードで Linuxオペレーティングシステムをインストールするに
は、GNU GRUB画面からOracle Linux Server 6.xを選択し、Enterキーを押します。

「Choose a Language」画面が表示されます。

「Choose a Language」画面で、適切な言語を選択して「OK」をクリックします。

「Keyboard Type」画面が表示されます。

5
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「キーボードタイプ」画面で、適切なキーボード構成を選択してから、「OK」をク
リックします。

「Installation Method」画面が表示されます。

「Installation Method」画面で、適切なインストール方法 (「Local CDROM」また
は「NFS image」)を選択し、「OK」をクリックします。

「Disc Found」画面が表示されます。

7

8
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今回はじめて、このメディアからインストールを実行している場合は、「OK」をク
リックしてメディアをテストすることをお勧めします。それ以外の場合
は、「Skip」をクリックします。

Oracle Linux 6のスプラッシュ画面が表示されます。

Oracle Linux 6のスプラッシュ画面で、「Next」をクリックします。

いずれかのターゲットディスクにデータ形式の問題がある場合は、パーティション
分割エラーの警告が表示されます。

これがインストールに使用するストレージドライブである場合は、ドライブを再
フォーマットする必要があります。それ以外の場合は、この警告を無視してかまい
ません。

ディスクを再フォーマットするには、「Yes」をクリックします。

9

10

準備作業

Sun Server X3-2L (旧 Sun Fire X4270 M3) • 2013年 3月56



それ以外の場合は、「Installation Devices」画面が表示されます。
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「Installation Devices」画面で、「Basic Storage Devices」を選択して、「Next」をク
リックします。

「Examining Devices」画面が表示されます。

「Examining Devices」画面で、「Next」をクリックします。

画面上に表示されるプロンプトに従って、次の手順を実行します。

a. ホスト名を入力します。

b. (オプション)ネットワークを構成します。

c. タイムゾーンを選択します。

d. rootパスワードを選択します。

e. ディスクパーティション分割とレイアウトを選択します。

11
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インストール先のディスクにデータ形式の問題がある場合は、「Automatic
Partitioning Errors」画面が表示されます。

上の画面が表示された場合は、Linux OSをインストールしようとしているディスク
が間違ってフォーマットされており、このディスクを再フォーマットする必要があ
ります。

注 –このエラーは、以前レガシーBIOSフォーマットでデータを保存するのに使用し
ていたストレージドライブに、UEFI BIOS OSインストールを実行しようとした場
合、またはその逆の場合に発生します。UEFIはGUIDパーティションテーブル
(GPT)フォーマットを使用しますが、レガシー BIOSはストレージドライブをマス
ターブートレコード (MBR)フォーマットでフォーマットします。サーバーの出荷時
に装備されていたストレージドライブは新しいものなので、フォーマットされてい
ません。フォーマットされていないディスクにインストールする場合には、このエ
ラーは表示されません。

インストールを中止せずにディスクを回復して再フォーマットするに
は、キーボードの「戻る」ボタンを数回クリックし、手順 9に示す最初のスプ
ラッシュ画面に戻って、これらの手順を実行します。

a. 復旧シェルを開始するには、Ctrl/Alt/F2と入力します。

シェルが表示されます。

b. このインストールの必要に応じてGPT形式またはMBR形式でディスクを再
フォーマットするには、次の画面に示すようにシェルコマンドを入力します。

anaconda root@localhost /]# parted /dev/sdc

GNU Parted 2.1

Using /dev/sdc

Welcome to GNU Parted! Type ‘help’ to view a list of commands.

(parted) p

Model: HITACHI H106030SDSUN300G (scsi)

Disk /dev/sdc: 300GB

Sector size (logical/physical): 512B/512B

Partition Table: msdos

Number Start End Size Type File system Flags

14
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1 1049kB 21.5GB 21.5GB primary ext2

(parted) mklabel

New disk label type? gpt

Warning: The existing disk label on /dev/sdc will be destroyed and all data will be lost. Do you want to continue?

Yes/No? yes

(parted) p

Model: HITACHI H106030SDSUN300G (scsi)

Disk /dev/sdc: 300GB

Sector size (logical/physical): 512B/512B

Partition Table: gpt

Number Start End Size File system Name Flags

(parted) g

Information: You may need to update /etc/fstab.

anaconda root@localhost /]#

c. Ctrl/Alt/F6と入力して、Oracle Linuxスプラッシュ画面の時点からインストール
を続行します (手順 10に進みます)。

それ以外の場合は、「Bootloader」画面が表示されます。
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「Bootloader」画面で、「Next」をクリックします。

「Select Software」画面が表示されます。
15
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目的のソフトウェアを選択し、「Next」をクリックします。

「Starting the Installation Process」画面が表示されます。

インストールのユーザー対話が完了しました。

インストールの完了後、サーバーをリブートします。

BIOS画面が表示されます。

16
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BIOS設定ユーティリティーを実行するには、F2キーを押します。

レガシー BIOSの場合、次の BIOS設定ユーティリティーが表示されます。
18
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UEFI BIOSの場合、次の BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

新しくインストールしたOSをデフォルトブートにするには、次のいずれかを実行し
ます。

■ レガシー BIOSの場合:
■ 上部のメニューバーで「Boot」を選択し、「Boot Option Priority」フィールド
の下のリストで、インストール先のストレージドライブが一番上になっている
ことを確認します。

■ インストール先ストレージドライブがリストの一番上になっていない場合
は、一番上に移動し、F10キーを押して変更を保存して、BIOS設定ユーティリ
ティーを終了します。

■ UEFI BIOSの場合:
■ 上部のメニューバーで「Boot」を選択し、「Boot Option Priorities」フィールド
の下のリストで、Oracle Linux Serverが一番上になっていることを確認しま
す。

■ Oracle Linux Serverがリストの一番上になっていない場合は、一番上に移動
し、F10キーを押して変更を保存し、BIOS設定ユーティリティーを終了しま
す。

リブートが続行されると、次のカーネル画面のいずれかが表示されます。

■ Oracle Linux 6.1の場合、次の画面が表示されます。

19
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Press any key to enter the menu

Booting Oracle Linux Server (2.6.32.100.34.1.el6uek.x86_64) in 2 seconds...

■ Oracle Linux 6.2の場合、次の画面が表示されます。

Press any key to enter the menu

Booting Oracle Linux Server (2.6.32.300.3.1.el6uek.x86_64) in 2 seconds...

■ Oracle Linux 6.3の場合、次の画面が表示されます。

Press any key to enter the menu

Booting Oracle Linux Server (2.6.39-200.24.1.el6uek.x86_64) in 2 seconds...

Oracle Unbreakable Enterprise Kernelはデフォルトのカーネルです。

デフォルトのカーネルを変更しない場合は、手順 23に進みます。

(オプション) Red Hatと互換性のあるカーネルに切り替える場合は、次を実行しま
す。

a. いずれかのキーを押します。

GNU GRUB画面が表示されます。

注 –上のGRUB画面にはOracle Linux 6.1のデフォルトのカーネルが表示されてい
ます。Oracle Linux 6.2のGRUB画面には、デフォルトのカーネルが
2.6.32.300.3.1.el6uek.x86_64と表示されます。Oracle Linux 6.3のGRUB画面には、デ
フォルトのカーネルが、Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2 for Linuxであ
る 2.6.39.200.24.1.el6uek.x86_64と表示されます。

b. 2番目のメニューオプションを選択し、Enterキーを押します。

21
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Oracle Linuxのインストールを完了し、目的の Linuxカーネルでサーバーをリブートし
たあと、69ページの「Oracle Linuxのインストール後のタスク」に進みます。

▼ PXEネットワークブートを使用したOracle Linux
5.7、5.8、6.1、6.2、または6.3のインストール
このセクションでは、PXEネットワーク環境からOracle Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、ま
たは 6.3をインストールする方法について説明します。この手順では、次のいずれか
のソースからインストールメディアをブートすることを前提にしています。

■ Oracle Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3の ISO DVDイメージまたはKickStartイ
メージ (ネットワークリポジトリ)

注 – KickStartは自動インストールツールです。これによりシステム管理者は、通
常は一般的なOracle Linuxのインストール中に入力される、インストールと構成
のパラメータの一部またはすべての設定を含めた、単一のイメージを作成できま
す。通常、KickStartイメージは 1つのネットワークサーバー上に配置され、イン
ストール時に複数のシステムによって読み取られます。

Oracle Linux PXEインストールを実行する前に、次の要件を満たす必要があります。
■ KickStartイメージを使用してインストールを行う場合、次の操作が必要です。

■ KickStartファイルを作成します。
■ KickStartファイルを含むブートメディアを作成するか、またはネットワーク上
でKickStartファイルを使用できるようにします。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
の操作が必要です:
■ インストールツリーをエクスポートするようにネットワーク

(NFS、FTP、HTTP)サーバーを構成します。
■ PXEのブートに必要なファイルをTFTPサーバー上に構成します。
■ PXE構成からブートするように、サーバーのMACネットワークポートアドレ
スを構成します。

■ DHCP (動的ホスト構成プロトコル)を構成します。

次のWebサイトにある『Red Hat Enterprise Linux 5.7: System Administration
Guide』の PXEネットワークインストール手順に従ってください:

http://www.redhat.com/docs

PXEネットワーク環境が正しく設定され、Oracle LinuxのインストールメディアをPXE
ブートで使用できることを確認します。

23
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サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で、F8キーを押して、Linux OSのインストールで使用する一時ブートデバイ
スを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示され、使用可能なブートデバイスが一覧
表示されます。表示される画面は、BIOSをレガシー BIOSモードに構成したかUEFI
モードに構成したかに応じて異なります。

■ レガシー BIOSの場合、次の画面が表示されます。

2
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■ UEFI BIOSの場合、次の画面が表示されます。

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

「Boot Device」メニューで、PXEネットワークインストールサーバーと通信するよう
に構成されたネットワークポートを選択します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、起動します。

ここから先は、インストール手順はサイトのKickStartファイルでの指定に従い、サ
イト固有になります。

4
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Oracle Linuxのインストール後のタスク
Oracle Linuxのインストールを完了したら、次に示すインストール後のタスクを確認
し、システムで該当するタスクを必要に応じて実行するにようにしてください。

■ 69ページの「Oracle Linuxの登録と自動更新の有効化」
■ 69ページの「Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2 for Linuxのインス
トール」

Oracle Linuxの登録と自動更新の有効化
Oracle Linuxをインストールしたあと、システムをOracleに登録してサブスクリプ
ションを有効にし、ソフトウェアの自動更新を受信するようにしてください。詳細
は、次のOracle Linuxサポートサイトにアクセスしてください。

http://www.oracle.com/us/technologies/linux/index.html

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2 for Linuxのインス
トール
Oracle Linux OSをインストールしたあとで、Oracle Unbreakable Enterprise Kernel
Release 2 for Linuxに更新することもできます。このカーネルをインストールする前
に、Oracle Linux 5.8または 6.2をサーバーにインストールしている必要があります。

注 – Oracle Linux 6.3は、デフォルトでOracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2をイ
ンストールします。

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2のインストール手順については、次の場
所にあるOracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2のスタードガイドを参照してく
ださい。

http://www.oracle.com/

technetwork/articles/servers-storage-admin/

uek-rel2-getting-started-1555632.html

メディアを使用したRed Hat Enterprise Linuxの単一シス
テムへのインストール

このセクションでは、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5.7、5.8、6.1、6.2、および 6.3
for x86 (64ビット)とOracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxをインストールする
手順について説明します。

ここでは、次のトピックを取り上げます。

メディアを使用した Red Hat Enterprise Linuxの単一システムへのインストール

69
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■ 70ページの「RHELのインストールのタスクマップ」
■ 71ページの「準備作業」
■ 72ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用してRHEL 5.7ま
たは 5.8をインストールする」

■ 75ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用したRHEL
6.1、6.2、または 6.3のインストール」

■ 79ページの「PXEネットワークブートを使用したRHEL 5.7、5.8、6.1、6.2、また
は 6.3のインストール」

■ 82ページの「RHELのインストール後のタスク」

RHELのインストールのタスクマップ
次の手順は、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) OSのインストール手順を示していま
す。

手順 説明 リンク

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle ILOMサービスプロ
セッサを構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設
置」

■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

2. RHELインストールメディアを入手します。 次を参照してください:http://rhn.redhat.com

3. 『プロダクトノート』を確認します。 『Sun Server X3-2Lプロダクト
ノート』(http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2L)

4. インストールの実行に使用するコンソール、RHELメディア、お
よびインストール先を設定します。

■ 12ページの「コンソール表示オプション
の選択」

■ 14ページの「ブートメディアオプション
の選択」

■ 17ページの「インストール先オプション
の選択」

5. OSの新規インストール用に BIOS設定を指定します。 25ページの「BIOSの設定」

RHELのインストールのタスクマップ
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手順 説明 リンク

6. RHEL OSをインストールします。 ■ 72ページの「ローカルメディアまたはリ
モートメディアを使用してRHEL 5.7また
は 5.8をインストールする」

■ 75ページの「ローカルメディアまたはリ
モートメディアを使用したRHEL
6.1、6.2、または 6.3のインストール」

■ 79ページの「PXEネットワークブートを
使用したRHEL 5.7、5.8、6.1、6.2、または
6.3のインストール」

7. インストール後のタスクを適宜実行します。 82ページの「RHELのインストール後のタス
ク」

8. (オプション) Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxをイン
ストールします。

83ページの「(オプション)ローカルまたはリ
モートコンソールを使用してRHELにOracle
Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxをインス
トールする」

準備作業
次が満たされていることを確認します:

■ コンソール用ディスプレイオプションは、インストールの実行前に選択および設
定するようにしてください。このオプションと設定手順の詳細については、
12ページの「コンソール表示オプションの選択」を参照してください。

■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、14ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先オプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、17ページの「イ
ンストール先オプションの選択」を参照してください。

■ BIOS設定が適切に指定されたことを確認します。BIOS設定を確認し、必要に応
じて設定する手順については、25ページの「BIOSの設定」を参照してくださ
い。

■ ローカルインストールの場合、プロンプトが表示されたときに、接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに挿入できるRed Hat Enterprise Linuxインストールメ
ディアを用意します。

■ リモートインストールの場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステムの
CD/DVD-ROMドライブにRed Hat Enterprise Linuxインストールメディアを挿入し
ます。Oracle ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メ
ニューで「CD-ROM」を選択していることを確認します。
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■ Red Hat Enterprise Linuxイメージを使用している場合は、Oracle ILOMリモートコ
ンソールシステムからRed Hat Enterprise Linux ISOイメージにアクセスできること
を確認します。Oracle ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メ
ニューから、CD-ROMイメージを選択していることを確認してください。

■ オペレーティングシステムをインストールするための該当するインストール前提
条件をすべて満たしているべきです。これらの前提条件については、25ページ
の「オペレーティングシステムのインストールの準備」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
してRHEL 5.7または5.8をインストールする
次の手順では、ローカルメディアまたはリモートメディアから、Red Hat Enterprise
Linux (RHEL) 5.7および 5.8オペレーティングシステムのインストールをブートする
方法について説明します。この手順では、次のいずれかのソースからRHELのイン
ストールメディアをブートすることを前提にしています。

■ RHEL 5.7または 5.8のCDまたはDVDセット (内蔵または外付けのCD/DVD)
■ RHEL 5.7または 5.8の ISO DVDイメージ

注 – RHEL 5.7および 5.8のインストールの場合、UEFI BIOSはRHEL 5.7および 5.8
でサポートされていないので、BIOSモードはレガシー BIOSに設定する必要があ
ります。

注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、79ページの「PXE
ネットワークブートを使用したRHEL 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3のインス
トール」で手順を確認してください。

インストールメディアをブートできることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。ローカルまたはリモートのUSB
CD/DVD-ROMドライブに、Red Hat 5.7または 5.8配布メディアのブートディスク (番
号 1が付いたCD、または単一のDVD)を挿入します。

■ ISOイメージの場合。Red Hat 5.7または 5.8 ISOイメージが使用できること
と、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションでブートディスクイメージ
(番号 1が付いたCD、またはDVD)が選択されていること (「Devices」メニュー>
「CD-ROM Image」)を確認します。

インストールメディアの設定方法については、14ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。
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サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。
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BIOS画面で、F8キーを押して、RHELのインストールで使用する一時ブートデバイス
を指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

「Please Select Boot Device」メニューで、使用対象として選択した Linuxメディアのイ
ンストール方法とBIOSモードに応じたメニュー項目を選択し、Enterキーを押しま
す。

例:

■ ローカル配布方法を使用することを選択した場合、画面から SATA:HDD:P4

DV-W28SS-Vを選択します。

■ Oracle ILOMリモートコンソール配布方法を使用することを選択した場合は、画面
から USB:VIRTUAL:AMI VIRTUAL CDROM 1.00 を選択します。

RHEL 5.7または 5.8のインストール画面が表示されます。

画面上の指示とRed Hatのドキュメントに従って、Red Hatインストールの基本設定を
続行します。

インストール手順については、次の場所にある『Red Hat Enterprise Linux 5インス
トールガイド』を参照してください:

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise

注 – Oracle Solaris OSまたはOracle VMがディスクにインストール済みの場合
は、ディスクをパーティションに分割してインストール済みのOSを削除するか、イ
ンストール済みのOSを削除せずにディスクをパーティションに分割し、デュアル
ブートオペレーティングシステムをサポートすることもできます。

3
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Red Hatインストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後のタスクを
実行します。

a. 自動更新を行うようにシステムを構成します。

詳細は、Red Hatのドキュメントを参照してください。

b. 必要な場合は、RHEL 5.7または 5.8用の最新の訂正とバグ修正をダウンロードして
インストールします。

詳細は、Red Hatのドキュメントを参照してください。

c. この章の後半で説明する、インストール後のタスクを確認し、必要に応じて実行
します。

82ページの「RHELのインストール後のタスク」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
したRHEL 6.1、6.2、または6.3のインストール
次の手順では、Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 6.1、6.2、または 6.3オペレーティング
システムのインストールをローカルまたはリモートのメディアからブートする方法
について説明します。この手順では、次のいずれかのソースからRHELのインス
トールメディアをブートすることを前提にしています。

■ RHEL 6.1、6.2、または 6.3のCDまたはDVDセット (内蔵または外付けの
CD/DVD)

■ RHEL 6.1、6.2、または 6.3の ISO DVDイメージ

注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、79ページの「PXE
ネットワークブートを使用したRHEL 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3のインス
トール」で手順を確認してください。

RHELのインストールの詳細については、次のWebサイトでRHELドキュメントコレ
クションを参照してください: http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/

インストールメディアをブートできることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。ローカルまたはリモートのUSB
CD/DVD-ROMドライブに、Red Hat 6.1、6.2、または 6.3配布メディアのブート
ディスク (番号 1が付いたCD、または単一のDVD)を挿入します。
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■ ISOイメージの場合。Red Hat 6.1、6.2、または 6.3 ISOイメージが使用可能であ
り、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションでブートディスクイメージ
(番号 1の付いたCDまたはDVD)が選択されていることを確認します (「Device」メ
ニュー>「CD-ROM Image」)。

インストールメディアの設定方法については、14ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。
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BIOS画面で、F8キーを押して、RHELのインストールで使用する一時ブートデバイス
を指定します。表示される画面は、BIOSをレガシーBIOSモードに構成したかUEFI
モードに構成したかに応じて異なります。

■ レガシーBIOSの場合、次の画面が表示されます。

■ UEFI BIOSの場合、次の画面が表示されます。

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

3
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「Please Select Boot Device」メニューで、最初のブートデバイスを内蔵、外付け、ま
たは仮想CD/DVDデバイスから選択し、Enterキーを押します。

数秒後、RHELインストールのスプラッシュ画面が表示されます。スプラッシュ画面
の下半分に、説明、ファンクションキー、およびブートプロンプトが表示されま
す。

Red Hat Enterprise Linuxのスプラッシュ画面で、「Next」をクリックして標準的な対
話式インストールを続けます。

または、テキストモードで、次のコマンドを入力します。

boot: linux text

画面上の指示とRed Hatのドキュメントに従って、Red Hatインストールの基本設定を
続行します。

インストール手順については、次の場所にある『Red Hat Enterprise Linux 6インス
トールガイド』を参照してください:

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise

注 – Oracle Solaris OSまたはOracle VMがディスクにインストール済みの場合
は、ディスクをパーティションに分割してインストール済みのOSを削除するか、イ
ンストール済みのOSを削除せずにディスクをパーティションに分割し、デュアル
ブートオペレーティングシステムをサポートすることもできます。

Red Hatインストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後のタスクを
実行します。

a. システムで自動更新を構成します。

詳細は、Red Hatのドキュメントを参照してください。

b. 必要な場合は、RHEL 6.1または 6.2用の最新の訂正とバグ修正をダウンロードして
インストールします。

詳細は、Red Hatのドキュメントを参照してください。

c. この章の後半で説明する、インストール後のタスクを確認し、必要に応じて実行
します。

82ページの「RHELのインストール後のタスク」を参照してください。

4

5

6

7
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▼ PXEネットワークブートを使用したRHEL
5.7、5.8、6.1、6.2、または6.3のインストール
次の手順では、PXEネットワーク環境からRed Hat Enterprise Linux (RHEL)
5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3をブートする方法について説明します。ここで
は、RHEL 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3 KickStartイメージ (ネットワークリポジトリ)
からインストールメディアをブートすることを前提にしています。

KickStartは、Red Hatの自動インストール方法です。これによりシステム管理者
は、通常は一般的なRed Hat Linuxのインストール中に入力される、インストールと
構成のパラメータの一部またはすべての設定を含めた、単一のイメージを作成でき
ます。通常、KickStartイメージは 1つのネットワークサーバー上に配置され、インス
トール時に複数のシステムによって読み取られます。

PXEネットワークブート環境からRHELのインストールを実行する前に、次の要件
を満たす必要があります:

■ KickStartイメージを使用してインストールを行う場合、次の操作が必要です。
■ KickStartファイルを作成します。
■ KickStartファイルを含むブートメディアを作成するか、またはネットワーク上
でKickStartファイルを使用できるようにします。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
の操作が必要です:
■ インストールツリーをエクスポートするようにネットワーク

(NFS、FTP、HTTP)サーバーを構成します。
■ PXEのブートに必要なファイルをTFTPサーバー上に構成します。
■ PXE構成からブートするように、サーバーのMACネットワークポートアドレ
スを構成します。

■ DHCP (動的ホスト構成プロトコル)を構成します。

次の場所にある『Red Hat Enterprise Linux 5: System Administration Guide』の PXE
ネットワークインストール手順に従ってください:

http://www.redhat.com/docs

PXEネットワーク環境が正しく設定され、RHELのインストールメディアをPXEブート
で使用できることを確認します。

始める前に
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サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で F8キーを押して、RHELインストール用の一時ブートデバイスを指定しま
す。

表示される画面は、BIOSをレガシー BIOSモードに構成したかUEFIモードに構成し
たかに応じて異なります。

注 – RHEL 5.7および 5.8はレガシーBIOSモードのみをサポートしています。UEFI
BIOSモードはサポートしていません。

2

3
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■ RHEL 5.7および 5.8の場合、次の画面が表示されます。

■ レガシーBIOSモードのRHEL 6.1、6.2、および 6.3の場合、次の画面が表示されま
す。
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■ UEFI BIOSモードのRHEL 6.1、6.2、および 6.3の場合、次の画面が表示されます。

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

「Please Select Boot Device」メニューで、PXEネットワークインストールサーバーと通
信するように構成されたネットワークポートを選択して、Enterキーを押します。
ネットワークブートローダーが読み込まれ、ブートプロンプトが表示されます。数
秒後、インストールカーネルの読み込みが開始されます。

インストールを続けるには、75ページの「ローカルメディアまたはリモートメ
ディアを使用したRHEL 6.1、6.2、または 6.3のインストール」の手順 5を参照してく
ださい。

RHELのインストール後のタスク
Red Hat Enterprise Linux (RHEL)のインストールの完了後、次のインストール後のタス
クを確認し、必要に応じて、使用しているシステムに該当するタスクを実行するよ
うにしてください。

■ 82ページの「RHELを登録し自動更新を有効にする」
■ 83ページの「(オプション)ローカルまたはリモートコンソールを使用してRHEL
にOracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxをインストールする」

RHELを登録し自動更新を有効にする
Red Hat Enterprise Linux (RHEL)のインストール後、ソフトウェアの自動更新を受信す
るために、RHELサブスクリプションを有効にするようにしてください。詳細は、次
のWebサイトにあるRed Hat Linuxのサポートを参照してください:

4

5
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http://www.redhat.com/apps/support/

▼ (オプション)ローカルまたはリモートコンソール
を使用してRHELにOracle Unbreakable Enterprise
Kernel for Linuxをインストールする
Red Hat Enterprise Linux OSをインストールしたあと、Oracle Unbreakable Enterprise
Kernel for Linuxをインストールして使用することもできます。

Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxをインストールする前に、Red Hat
Enterprise Linux (RHEL) 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3をサーバーにインストールして
おく必要があります。

この手順では、4つのシナリオの手順について説明します。

■ RHEL 5.7へのOracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 1のインストール
■ RHEL 5.8へのOracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2のインストール
■ RHEL 6.1へのOracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 1のインストール
■ RHEL 6.2および 6.3へのOracle Unbreakable Enterprise Kernel Release 2のインス
トール

このカーネルをインストールするには、次の手順を実行します。

注 –この手順では、システム上の yumがデフォルトの /etc/yum.repos.dディレクト
リでリポジトリファイルを検索するように構成されていることを前提としていま
す。

Oracle Unbreakable Enterprise Kernelをインストールする前に、システムでRed Hat
Enterprise Linux 5.7、5.8、6.1、6.2、または 6.3が動作していることを確認します。

システムで動作しているOSに応じて、適切なリポジトリファイルのダウンロードお
よび編集を実行します。

■ RHEL 5.7または 5.8が動作している場合は、次の手順を実行して、Oracle Linux 5
yumリポジトリファイルをダウンロードし、編集します。

a. # cd /etc/yum.repos.d

b. # wget http://public-yum.oracle.com/public-yum-el5.repo

c. エディタで public-yum-el5.repoファイルを開きます。

始める前に

1
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d. [el5_u5_base]スタンザと [ol5_u5_base]スタンザの両方を編集して、次のよう
に enable=0を enable=1に変更します。
[el5_u5_base]

name=Enterprise Linux $releasever Update 5 installation media copy ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/EnterpriseLinux/EL5/5/base/$basearch/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-el5

gpgcheck=1

enabled=1

[ol5_u5_base]

name=Oracle Linux $releasever Update 5 installation media copy ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL5/5/base/x86_64/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-el5

gpgcheck=1

enabled=1

e. RHEL 5.7が動作している場合は、[Ol5_UEK_base]スタンザを編集して、次のよ
うに enable=0を enable=1に変更します。それ以外の場合は、次の手順に進み
ます。
[ol5_UEK_base]

name=Unbreakable Enterprise Kernel for Oracle Linux $releasever ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL5/UEK/base/$basearch/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-el5

gpgcheck=1

enable=1

f. RHEL 5.8が動作している場合は、[Ol5_UEK_latest]スタンザを編集して、次の
ように enable=0を enable=1に変更します。

[ol5_UEK_latest]

name=Latest Unbreakable Enterprise Kernel for Oracle Linux $releasever ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL5/UEK/latest/$basearch/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-el5

gpgcheck=1

enable=1

■ RHEL 6.1、6.2、または 6.3が動作している場合は、次の手順を実行して、Oracle
Linux 6 yumリポジトリファイルをダウンロードし、編集します。

a. # cd /etc/yum.repos.d

b. # wget http://public-yum.oracle.com/public-yum-ol6.repo

c. エディタで public-yum-ol6.repoファイルを開きます。

d. [ol6_ga_base]スタンザを編集して、次のように enable=0を enable=1に変更し
ます。

[ol6_ga_base]name=Oracle Linux $releasever GA installation media copy ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/0/base/$basearch/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-ol6

gpgcheck=1

enable=1

RHELを登録し自動更新を有効にする
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e. RHEL 6.1が動作している場合は、[ol6_UEK_latest]および [ol6_UEK_base]スタ
ンザを編集して、次のように enable=1と enable=0の設定を変更します。それ
以外の場合は、手順 3に進みます。

[ol6_UEK_latest]

name=Latest Unbreakable Enterprise Kernel for Oracle Linux $releasever ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/UEK/latest/$basearch/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-ol6

gpgcheck=1

enable=0

[ol6_UEK_base]

name=Unbreakable Enterprise Kernel for Oracle Linux $releasever ($basearch)

baseurl=http://public-yum.oracle.com/repo/OracleLinux/OL6/UEK/base/$basearch/

gpgkey=http://public-yum.oracle.com/RPM-GPG-KEY-oracle-ol6

gpgcheck=1

enable=1

システムカーネルをOracle Unbreakable Enterprise Kernelに更新するには、次のいずれ
かを実行します

■ RHEL 5.7または 5.8が動作している場合は、次のいずれかを実行して、システム
カーネルを更新します。

■ システムカーネルを更新するには、次のコマンドを入力します。

# yum install kernel

または

■ システムカーネルを更新し、関連するすべての推奨パッケージをアップグ
レードするには、次のコマンドを入力します。

# yum install oracle-linux

■ RHEL 6.1、6.2、または 6.3が動作している場合は、次のいずれかを実行して、シス
テムカーネルを更新します。

■ システムカーネルを更新するには、次のコマンドを入力します。

# yum install kernel-uek

または

■ システムカーネルを更新し、関連するすべての推奨パッケージをアップグ
レードするには、次のコマンドを入力します。

# yum update

新しくインストールしたOracle Unbreakable Enterprise Kernelを実行するには、システ
ムをリブートします。

3
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注 – Oracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linuxの詳細については、次の場所にある
リリースノートを参照してください: https://www.oracle.com/technetwork/
server-storage/linux/downloads/index.html

メディアを使用した SUSE Linux Enterprise Serverの単一シ
ステムへのインストール

このセクションでは、x86 (64ビット)用の SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1を
インストールする手順について説明します。

ここでは、次のトピックを取り上げます。

■ 86ページの「SLES 11 SP1および SP2のインストールのタスクマップ」
■ 87ページの「準備作業」
■ 88ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 SP1
または SP2のインストール」

■ 99ページの「PXEネットワーク環境を使用した SLES 11 SP1または SP2のインス
トール」

■ 102ページの「SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタスク」

SLES 11 SP1および SP2のインストールのタスク
マップ
次の手順は、SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1および SP2 OSのインストール
手順を示しています。

手順 説明 手順

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle ILOMサービスプロ
セッサを構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設置」
■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

2. SLESインストールメディアを入手します。 次を参照してください: http://www.suse.com/
products/server/

3. 『プロダクトノート』を確認します。 『Sun Server X3-2Lプロダクトノート』(http://
www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2L)

メディアを使用した SUSE Linux Enterprise Serverの単一システムへのインストール
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手順 説明 手順

4. インストールの実行に使用するコンソール、SLESメ
ディア、およびインストール先を設定します。

■ 12ページの「コンソール表示オプションの選
択」

■ 14ページの「ブートメディアオプションの選
択」

■ 17ページの「インストール先オプションの選
択」

5. OSの新規インストール用に BIOS設定を指定します。 25ページの「BIOSの設定」

6. ネットワーク接続をサポートするように、SLES 11 SP1オペ
レーティングシステムを構成します。

30ページの「ネットワーク接続をサポートするた
めの SLES 11 SP1オペレーティングシステムソフト
ウェアの構成」

7. SLES OSをインストールします。 ■ 89ページの「ローカルメディアまたはリ
モートメディアを使用して SLES 11 SP1または
SP2をインストールする」

■ 100ページの「PXEネットワークブートを使用
して SLES 11 SP1または SP2をインストールす
る」

8. インストール後のタスクを適宜実行します。 102ページの「SLES 11 SP1または SP2のインス
トール後のタスク」

準備作業
次が満たされていることを確認します:

■ コンソール用ディスプレイオプションは、インストールの実行前に選択および設
定するようにしてください。このオプションと設定手順の詳細については、
12ページの「コンソール表示オプションの選択」を参照してください。

■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、14ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先オプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、17ページの「イ
ンストール先オプションの選択」を参照してください。

■ BIOS設定が適切に指定されたことを確認します。BIOS設定を確認し、必要に応
じて設定する手順については、25ページの「BIOSの設定」を参照してくださ
い。

■ ネットワーク接続をサポートするように、SLES 11 SP1オペレーティングシステム
ソフトウェアを構成します。手順については、30ページの「ネットワーク接続を
サポートするための SLES 11 SP1オペレーティングシステムソフトウェアの構
成」を参照してください。
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注 – SLES 11 SP2をインストールしている場合、SLES 11 SP2にはサーバーの 10ギガ
ビット Ethernet (10GbE)コントローラをサポートするのに必要なドライバが含ま
れているため、ネットワーク接続をサポートするようにオペレーティングシステ
ムを構成する必要はありません。

■ ローカルインストールの場合、プロンプトが表示されたときに、接続された物理
CD/DVD-ROMドライブに挿入できる SLES OSインストールメディアを用意しま
す。

■ リモートインストールの場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステムの
CD/DVD-ROMドライブに SLES OSのインストールメディアを挿入します。Oracle
ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM」を選択
していることを確認します。

■ SLES OSイメージを使用している場合は、Oracle ILOMリモートコンソールシステ
ムから SLES OS ISOイメージにアクセスできることを確認します。Oracle ILOMリ
モートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM Image」を選択し
ていることを確認します。

■ オペレーティングシステムをインストールするための該当するインストール前提
条件をすべて満たしているべきです。これらの前提条件については、25ページ
の「オペレーティングシステムのインストールの準備」を参照してください。

関連情報
■ 99ページの「PXEネットワーク環境を使用した SLES 11 SP1または SP2のインス
トール」

ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
した SLES 11 SP1または SP2のインストール
次の手順では、SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1または SP2オペレーティング
システムをローカルメディアまたはリモートメディアからブートする方法について
説明します。この手順では、次のいずれかのソースから SLES 11のインストールメ
ディアをブートすることを前提とします。

■ SLES 11 SP1または SP2のCDまたはDVDセット (内蔵または外付けのCD/DVD)
■ SLES 11 SP1または SP2の ISO DVDイメージ

ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 SP1または SP2のインストール
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注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、99ページの「PXE
ネットワーク環境を使用した SLES 11 SP1または SP2のインストール」でブート手
順を確認してください。

SLES 11 SP1および SP2のインストールについては、次の場所にある SUSE Linux
Enterprise Serverのドキュメントコレクションを参照してください:

http://www.suse.com/documentation/sles11/

SLES 11 SP1または SP2のドキュメントにアクセスするには、このWebページの一番
下にある「Previous Releases」セクションまで下にスクロールします。
■ 89ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用して SLES 11 SP1ま
たは SP2をインストールする」

▼ ローカルメディアまたはリモートメディアを使用
して SLES 11 SP1または SP2をインストールする
インストールメディアがブートに使用できることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDの場合。ローカルまたはリモートのUSB
CD/DVD-ROMドライブに、SLES 11 SP1または SP2ブートディスク (番号 1が付いた
CD、またはDVD)を挿入します。

■ ISOイメージの場合。SLES 11 SP1または SP2 ISOイメージが使用できること、およ
びブートディスクイメージ (番号 1が付いたCD、またはDVD)がOracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションで選択されていること (「Devices」メニュー>
「CD-ROM Image」)を確認します。

インストールメディアを設定する方法については、14ページの「ブートメディアオ
プションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。
例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

1
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BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で、F8キーを押して、SLES OSのインストールで使用する一時ブートデバイ
スを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。表示される画面は、BIOSをレ
ガシー BIOSモードに構成したかUEFIモードに構成したかに応じて異なります。

■ レガシー BIOSの場合、次の画面が表示されます。

■ UEFI BIOSの場合、次の画面が表示されます。

3
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注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

「Please Select Boot Device」メニューで、使用対象として選択した SLES OSメディアの
インストール方法とBIOSモードに応じたメニュー項目を選択し、Enterキーを押しま
す。

たとえば、Oracle ILOMリモートコンソール配布方法を選択した場合は、レガシー
BIOS画面から USB:VIRTUAL:AMI VIRTUAL CDROM 1.00を選択するか、UEFI BIOS画面か
ら [UEFI]USB:VIRTUAL:USB USB CD/DVD Drive を選択します。

4
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SUSE Linuxブート画面が表示されます。
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最初の SUSEブートインストール画面で、Tabキーを使用して 2番目のオプ
ション「Installation」を選択し、Enterキーを押します。

「Welcome」画面が表示されます。

「Welcome」画面で、次の手順を実行します

a. 適切な言語を選択します。

b. キーボードレイアウトを選択します。

c. ライセンス契約を読み、それに同意します。

d. 「次へ」をクリックします。

5

6
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「Media Check」画面が表示されます。

今回はじめて、このメディアからインストールを実行している場合は、メディアを
テストすることをお勧めします。それ以外の場合は、「Next」をクリックして、手
順 9に進みます。

メディアを確認するには、次の手順を実行します。

a. メディアタイプを選択し、「Start Check」ボタンをクリックします。

7

8
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b. メディアの確認が終了したら、「Next」をクリックします。

「System Probing」画面が表示されます。
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システムの分析が完了したら、「Installation Mode」画面が表示されます。

「Installation Mode」画面で「New Installation」を選択して、「Next」をクリックし
ます。

「Clock and Time Zone」画面が表示されます。

「Clock and Time Zone」画面で、適切な地域とタイムゾーンを選択して、「Next」を
クリックします。

「Server Base Scenario」画面が表示されます。

9

10
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「Server Base Scenario」画面で「Physical Machine」を選択し、「Next」をクリックし
ます。

「Installation Settings」画面が表示されます。

「Installation Settings」画面で、次のいずれかの手順を実行します。

■ 「Install」をクリックして、表示されているインストール設定を受け入れます。

または

■ 「Change」をクリックして設定を編集してから、「Install」をクリックして変更
した設定でインストールします。

注 –カスタムパーティションの作成方法、またはその他のインストール設定の編
集方法については、SLES 11のドキュメントを参照してください。

「Confirm Package License」画面が表示されます。

「Confirm Package License」画面で、次の手順を実行します。

a. 使用許諾契約を読みます。

11

12

13
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b. 「I Agree」をクリックします。

c. 「Install」をクリックします。

「Confirm Installation」ダイアログが表示されます。

「Confirm Installation」ダイアログで、メッセージを読み、「Install」をクリックし
てインストールを開始します。

「Perform Installation」ダイアログが表示されます。

SLES 11 OSのすべてのファイルがインストールされてシステムがリブートされるま
で、インストールの基本セットアップを続行します。

インストールの基本設定が完了し、システムがリブートしたら、SLES 11ドキュメン
トを参照して次のタスクを実行します。

a. 使用するアカウントのパスワードを作成します。

b. インターネットアクセスおよびネットワーク設定を構成してテストします。

c. OSを登録し、オペレーティングシステムで使用できる最新のアップデートをダウ
ンロードします。

14

15
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この章の後半で説明する、インストール後のタスクを確認し、必要に応じて実行し
ます。
詳細は、102ページの「SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタスク」を参照し
てください。

関連情報
■ 99ページの「PXEネットワーク環境を使用した SLES 11 SP1または SP2のインス
トール」

■ 102ページの「SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタスク」

PXEネットワーク環境を使用した SLES 11 SP1また
は SP2のインストール
次の手順では、PXEネットワーク環境から SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1
または SP2をブートする方法について説明します。次のソースからインストールメ
ディアをブートすることを前提にしています。

■ SLES 11 SP1または SP2のAutoYaSTイメージ (ネットワークリポジトリ)

AutoYaSTを利用すると、SLESオペレーティングシステムを複数のシステムにインス
トールできます。AutoYaSTを使用した自動インストールの準備方法については、次
の場所にある SUSEのドキュメントコレクションを参照してください:

http://www.suse.com/documentation/sles11/。

SLES 11 SP1または SP2のドキュメントにアクセスするには、このWebページの一番
下にある「Previous Releases」セクションまで下にスクロールします。

■ 99ページの「準備作業」
■ 100ページの「PXEネットワークブートを使用して SLES 11 SP1または SP2をイン
ストールする」

準備作業
PXEネットワークブート環境から SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11のインス
トールを実行する前に、次の要件を満たす必要があります。

■ AutoYaSTを使用してインストールを行う場合は、次の操作が必要です。
■ AutoYastプロファイルを作成します。

SUSE Linux Enterprise Server (10または 11)のドキュメントのAutoYaSTインス
トール手順に従います。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
の操作が必要です:

17

参考

準備作業

99

http://www.suse.com/documentation/sles11/


■ インストールツリーをエクスポートするようにネットワーク
(NFS、FTP、HTTP)サーバーを構成します。

■ PXEのブートに必要なファイルをTFTPサーバー上に構成します。
■ PXE構成からブートするようにサーバーのMACネットワークポートアドレス
を構成します。

■ DHCP (動的ホスト構成プロトコル)を構成します。

SUSE Linux Enterprise Serverのドキュメントに記載された、ネットワーク経由で
SUSEメディアをブートするための設定手順に従います

この手順の完了後、102ページの「SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタス
ク」のタスクを実行する必要がある場合があります。

関連情報
■ 88ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 SP1ま
たは SP2のインストール」

▼ PXEネットワークブートを使用して SLES 11 SP1ま
たは SP2をインストールする

PXEネットワーク環境が正しく設定され、SLESのインストールメディアをPXEブート
で使用できることを確認します。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /System

1
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BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、これらのメッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいませ
ん。

BIOS画面で、F8キーを押して、一時ブートデバイスを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示され、使用可能なブートデバイスが一覧
表示されます。

ブートデバイスメニューで、使用しているPXEネットワークインストール
サーバーと通信するように構成されたPXEインストールブートデバイス (物理ポート)
を選択して、Enterキーを押します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、ブートプロンプトが表示されます。タ
イムアウトしてインストールカーネルの読み込みが開始されるまで 5秒待ちます。

最初の SUSE Linuxブート画面が表示されます。

インストールを続けるには、89ページの「ローカルメディアまたはリモートメ
ディアを使用して SLES 11 SP1または SP2をインストールする」の手順 5に進みます。

関連情報
■ 88ページの「ローカルメディアまたはリモートメディアを使用した SLES 11 SP1ま
たは SP2のインストール」

■ 102ページの「SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタスク」

3

4
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SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタスク
SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 11 SP1または SP2のインストール後、次のトピック
を確認し、使用しているオペレーティングシステムに必要なタスクを実行してくだ
さい。

■ 102ページの「Sun Storage PCIe内蔵ホストバスアダプタに必要なドライバのダウ
ンロードとインストール」

■ 103ページの「SLESオペレーティングシステムを更新する」

Sun Storage PCIe内蔵ホストバスアダプタに必要なドライバのダ
ウンロードとインストール

注 –追加ドライバは、SLES 11 SP1をインストールする場合にのみ必要です。SLES 11
SP2をインストールした場合は、このセクションを無視してもかまいません。

Sun Storage PCIeホストバスアダプタ (HBA)用の更新済みの LSIドライバは、Novellの
Partner Linux Driver Program (PLDP)で入手可能です。サーバーで次のどちらかのHBA
を使用している場合は、SLES11 SP1のインストール後にこれらのドライバをダウン
ロードしてインストールするようにしてください。

■ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA、内蔵 (SG-SAS6-INT-Z)
■ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA、内蔵 (SG-SAS6-R-INT-Z)

これらのドライバは、Novell PLDP LSI Webサイト http://drivers.suse.com/

driver-process/pub/update/LSI/sle11sp1/common/x86_64/で入手できます。

使用できるドライバは、SLES 11 SP1標準カーネル (非XEN)用に 2つ、SLES 11 SP1
XENカーネル用に 2つの合計 4つあります。使用しているカーネルに適した 2つの
パッケージをインストールしてください。

SLES 11 SP1の標準カーネル (非XEN)の場合は、次のドライバをインストールしま
す。

■ lsi-megaraid_sas-kmp-default-00.00.06.12_2.6.32.12_0.7-1.x86_64.rpm。これは次で入
手できます。http://drivers.suse.com/

driver-process/pub/update/LSI/sle11sp1/common/x86_64/

lsi-megaraid_sas-kmp-default-00.00.06.12_2.6.32.12_0.7-1.x86_64.rpm

■ lsi-mpt2sas-kmp-default-12.00.00.00_2.6.32.12_0.7-1.1.x86_64.rpm。これは次で入手で
きます。http://drivers.suse.com/

driver-process/pub/update/LSI/sle11sp1/common/x86_64/

lsi-mpt2sas-kmp-default-12.00.00.00_2.6.32.12_0.7-1.1.x86_64.rpm

SLES 11 SP1のXENカーネルの場合は、次のドライバをインストールします。

SLES 11 SP1または SP2のインストール後のタスク
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■ lsi-megaraid_sas-kmp-xen-00.00.06.12_2.6.32.12_0.7-1.x86_64.rpm。これは次で入手で
きます: http://drivers.suse.com/
driver-process/pub/update/LSI/sle11sp1/common/x86_64/

lsi-megaraid_sas-kmp-xen-00.00.06.12_2.6.32.12_0.7-1.x86_64.rpm

■ lsi-mpt2sas-kmp-xen-12.00.00.00_2.6.32.12_0.7-1.1.x86_64.rpm。これは次で入手でき
ます: http://drivers.suse.com/
driver-process/pub/update/LSI/sle11sp1/common/x86_64/

lsi-mpt2sas-kmp-xen-12.00.00.00_2.6.32.12_0.7-1.1.x86_64.rpm

▼ SLESオペレーティングシステムを更新する
SUSE Linux Enterprise Server (SLES) OSのインストールメディアには、最新バージョン
のオペレーティングシステムが含まれていない場合があります。次の手順で
は、サーバーの SLES OSを更新する方法について説明します。

SLESサーバーにスーパーユーザーとしてログインします。

次のコマンドを入力して、YaSTオンラインアップデートを実行します。
# you

YaSTはテキストモードとグラフィカルモードの両方で動作することに注意してくだ
さい。ここでの指示は、両方に適用されます。

サーバーがネットワークファイアウォールで保護されていて、インターネットにア
クセスするためにプロキシサーバーを使用する必要がある場合は、まず正しいプロ
キシ情報でYaSTを構成する必要があります。

a. 「Network Services」タブを選択してから、右側の「Proxy」画面を選択しま
す。HTTPフィールドとHTTPSフィールドの両方に、正しいプロキシのURLを入力
します。

注 –ネットワークHTTPまたはHTTPSプロキシを介してオンライン updateサービ
スを正常に機能させるために、次の追加の構成手順を実行する必要があります。

b. YaSTユーティリティーを終了して、次のコマンドを実行します。
rug set-prefs proxy-url proxy_URL

ここでは、proxy_URLは、プロキシサーバーの完全修飾URLです (たとえ
ば、http://proxy.yourdomain:3128/)。

c. コマンドの実行の成功後に、YaSTを再度起動します。

SUSE Customer Centerに登録します。

1
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注 – SUSE Customer Centerのユーザー名とパスワード、および SLES製品のアク
ティベーションコードが必要です。

a. 「Software」タブを選択します。

b. 「SUSE Customer Center Configuration」を選択し、指示に従います。

登録後、「Online Update」タブを選択して、ソフトウェアの更新を実行します。5
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ネットワークインタフェースの構成

このセクションでは、次の情報について説明します。

■ 105ページの「NICコネクタ」

NICコネクタ
サーバーのネットワークインタフェースカード (NIC)コネクタには、次のように物理
的にラベルが付いています。

表 1 Intel NICコネクタのラベル

Intel NICコネクタのラベル インタフェースタイプ

net0 1番目のインタフェース (Intel ixgbe 0)

net1 2番目のインタフェース (Intel ixgbe 1)

net2 3番目のインタフェース (Intel ixgbe 2)

net3 4番目のインタフェース (Intel ixgbe 3)

注 –シングルプロセッサシステムでは、ネットワークインタフェースコネクタNET 2
およびNET 3はアクティブではないため、使用できません。
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウエアの
アップデートについて学びます。

107ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウエアへのアクセス
オプションについて学びます。

108ページの「ファームウェアとソフトウェアへ
のアクセスオプション」

使用可能なファームウェアとソフトウエア
パッケージを確認します。

108ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、ま
たは物理メディアのリクエストによ
り、ファームウェアおよびソフトウェア
パッケージにアクセスします。

110ページの「ファームウェアとソフトウェアへ
のアクセス」

ファームウェアとソフトウェアのアップ
デートをインストールします。

114ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可
能になります。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウン
ロード (パッチ)です。これらすべては、まとめてテスト済みです。ダウンロードに
含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点およ
び変更されていない点について説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なり次第、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含
まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。
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ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用するサーバー用の最新ファームウェア
およびソフトウェアセットを入手します。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストール済みの
Oracle x86サーバー用の新しいオプションで、サーバーのファームウェアとソフ
トウェアを簡単にダウンロードおよびインストールできます。

Oracle System Assistantの使用方法の詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを
使用したサーバーの設定」を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームおよびソフトウェアは、http://

support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle SupportのWebサイトで入手可能なものの詳細については、108ページ
の「入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」を参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする手順について
は、110ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアの
ダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細については、112ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」を参照
してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらも、物理メディアのリクエスト

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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(PMR)を行なって依頼できます。Oracle System Assistantを使用しても、同じファーム
ウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

X3-2L (X4270 M3) SWversion –

Firmware Pack
Oracle ILOM、BIOS、およびオプ
ションカードファームウェアを
含む、すべてのシステム
ファームウェア

最新のファームウェアが必要で
す。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –

OS Pack
OS Packは、サポートされるオペ
レーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。各OS Packには、そのOS
バージョン用のツール、ドライ
バ、およびユーティリティーの
パッケージすべてが含まれま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Packおよ
び LSI MegaRAIDソフトウェアが
含まれます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のドライバ、ツール、ま
たはユーティリティーを更新す
る必要があります。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –

All Packs
Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのドキュメ
ントを含みます。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージは
含まれません。

システムファームウェアとOS固
有のソフトウェアの組み合わせ
を更新する必要があります。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –

Diagnostics
Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必要

です。

X3-2L (X4270 M3) SWversion –

Oracle System Assistant
Oracle System Assistant復旧および
ISOアップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手動で回
復および更新する必要がありま
す。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe
ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする方法について説明します。

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用した
サーバーの設定」を参照してください。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、ほかにもMy
Oracle Supportを使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つがあり
ます。参照先:

■ 110ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 111ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (高度な検索)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部を入力しま
す。たとえば、Sun Server X3-2L (旧 Sun Fire X4270 M3)です。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

「検索」をクリックします。

ダウンロードできるパッチが一覧表示されます。

入手可能なダウンロードについての詳細は、108ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。

1

2

3

4

5

6

7
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ダウンロードするパッチを選択するには、そのパッチをクリックします (Shiftキーを
使用すると、複数のパッチを選択できます)。
アクションパネルがポップアップ表示されます。ポップアップパネルには、「計画
に追加」および「ダウンロード」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するドロップダウン
ボタンをクリックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

パッチをダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」をク
リックします。
「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。
パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリクエスト
(PMR)で最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストに必要な情報を収集します。 111ページの「物理メディアのリクエスト用の情
報を収集する」

オンラインまたはOracleサポートに電話して
物理メディアをリクエストします。

112ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

113ページの「物理メディアのリクエスト (電
話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。
■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。

8

9

10
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■ My Oracle Supportにアクセス可能な場合 – 110ページの「My Oracle Supportを使
用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」に記載された手順に
従って、最新のソフトウェアリリースのバージョンを確認して、入手可能なダ
ウンロード (パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあと、ダウン
ロード手順を続行しない場合は「パッチ検索結果」ページからほかのページに
移動できます。

■ My Oracle Supportへのアクセス権をお持ちでない場合 – 108ページの「入手可能
なソフトウェアリリースパッケージ」の情報を使用して、必要なパッケージを
確認してから、最新のソフトウェアリリースのパッケージをリクエストしま
す。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、111ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載の情報を収集してください。

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。
ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、「Sun Server X3-2L の最新ソフト
ウェアリリースの PMR」と入力します。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 はい

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する問い合わせでしょうか。

いいえ

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 はい

始める前に

1

2

3
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質問 回答

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

ご希望の製品名とバージョンをお知らせくだ
さい。

製品名: Sun Server X3-2L。

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号。

希望されているメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 いいえ

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。

情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「リクエストの送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、111ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載の情報を収集してください。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X3-2Lの物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアのリリース情報にアクセスできない場合は、Sun Server X3-2Lの最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

6

7

8

9

10
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更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新のインストールに関す
る情報を提供します。

■ 114ページの「ファームウェアのインストール」
■ 114ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール
更新されたファームウェアは、次のいずれかの方法でインストールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerで最新の
ファームウェアをOracleから自動的にダウンロードすることも、Enterprise
Controllerに手動でロードすることもできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、最新のファームウェアをOracle
からダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31のOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

更新のインストール
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■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant
詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ JumpStart、KickStart、サードパーティーのツールなどの、その他の配備メカニズ
ム。

詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール
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